
留学先大学 澳門大学

留学期間 2025年 8月 11日 ～ 2026年 5月 29日

所属学部・学科 企業システム ※沖縄国際大学での所属学科

留学出発時の年次 3年次 ※春出発の場合は4月時点の学年

沖縄国際大学 国外協定校派遣学生 り吊回者アンケート

【留学成果報告】

●語学クラスのレベルおよび語学検定の成纏等について (語学検定のスコアなど、具体的に言己入してください)

留学開始時 英オ父3級、HSK 4級

帰国時 TOEIC、 HSK今後受ける予定

※帰国後は留学の成果を確認するため、語学検定等を受験することを強くお勧めします。

就職活動の際、留学の成果や語学力を裏付ける検定 (スコア)はアピー)Иこなりますので積極的に受験しましょう。

●留学の成果 (こついて記述してください (自由記述 )

留学期間を通して語学レ
～
Иよとれくらい上がりましたか?

所感で構いませんので留学開始時と帰国時の違いを記述してください。

留学当初は、英語は聞き取ることさえ苦でしたが、3ケ月日あたりから授業の聞き取りや友達との会話力期なくできるようになりました。

中国語は、子し子学院の授業を、Intermediate Ⅱとpre― advanced Iを 通して、新しく覚える単語やフレーズが多く、実際中国での

買い物や旅行の際に使うことが多かつたです。授業ではディスカッションも求められるためスピーキングのレベルアップにも繋がります。中国

語も英語ほど大幅に伸びたわけではないですが、少しずつ着実に身に着けていくことが出来ました。

語学力の向上以外にどのような目的を持つて留学しましたか?その目的はどの程度達成すること力惟きましたか?

また、授業もしくは課外活動を通して学んだことや成長したことがあれば記述してください。

澳門は、世界有数のリゾート地であり、リゾート地ならではの観光、IRやカジノなどのマーケテイングにつして学ぶ目的で留学しました。

経営やマーケテイングの授業ほとんどがグループワークやプレゼンテ=ションがあり、第二言語でこなすのはすよ大変でしたが、達成感や勉

強に対する意識が大きくなりました。

□―カルの学生との交流を求めて、積極的にバレーボールサーク朋こ参カロしました。そこでは、新しい友達ができ、イベントに参加したとき

は、自ら話に行くことを心がけていました。その結果、授業では学べない友達との会話から得られる英語や中国語を学ぶことができまし

た。

その他、留学成果や今後の目標を記述して0モい。

自分の能力を知るために、英語 中国語の語学資格を取得する。

就職活動では、この留学の経験を活かし中国語と英語を1薯来使えるようなグローパルで活躍できる人材になる。



日

【出国前の手続きについて】

●事前研修につして

●ビザイこつぃて

●出発準備について

荷物の発送方法 ※荷物の発送方法、時期、宛先など

そ子きは、キャリーケース1つとリュックサック1つで来ました。澳門へそ子つた時期が夏だつたので夏月侵だけ持つてイ子き冬服は日本から亜[送し

てもらいました。(住所を書く際は、自分の寮宛に書き、荷物が届いたら大学内のモー)Иこある重[便局に届けられます。)

●出国にあたって

事前研修で役立ったこと

※理由も含めて記入

事前研修では、澳門の歴史や文化を学び、英語でディスカッシ]ンしました。日本とは違い海タトでは

ディスカッションが求められるためこの経験を事前石,T修のうちから矢日ることができた。それにより、澳門に

関してのイメージや留学生活で自分がやりたいことを明確に知ることができた。

そのほかには、澳問大学の履修登録は,中国とシステムが違っていて、海外経験のある担当の先生に

教えてもらい、履修登録がスムーズに進めることができた。

ビ胡の種類 学生ビザ

申請から発行までかかった期間 lN2週間程度

申請時期 □ 渡航前  ・ 日 渡航後

申請にあたって注意すべきこと

※必要書類、費用、予防接種や

健康診断書の有無など

澳門大学側からビザ取得のミーティングがあるため参加必須です。

ミーティングでは、大学側が提示するQRコードを読み込み、オンラインで学生ビ1井時青する日を指定

し、パスポート、顔写真、(澳門入境時に貰う白い紙)を持つていく形になります。(学生ビザ申請の時

は日本語学科の生徒に案内してもらつたので本当に助かりました。)

申請が承諾されたら、学内にある警察署に行き、機械で学生ビザの発行をしました。学生ビⅥよ紙で

出てくるので無くさないようにパスポートに挟むかケースに入れていました。

渡航経路  ※経由国や空港名、大学最寄の空港からの移動手段と所要時間など

那覇空港から香港空港:約 3時間

香港空港から港珠澳大橋口岸(香港と澳問を繋ぐ橋)までノヾス:約 1時間

(私が澳門留学中の時は香港空港から澳門までのパスは無料でした。香港空港に着いたら荷物取らずゲートも通らずにバスの受付をし

に行きます。チケット、荷物番号、パスポートを受付の人に渡して指定時間になつたらパスに乗ります。これにつしては調べたら出てくると

思います。最初行く際は分かりにくい場所にあるのですが無料で乗れるので便利です。参考までに)

港珠澳大橋口岸から澳問大学まで :約 1時間 ノ〈スまたはタクシー

出迎えサービスの有無と申込方法  ※申込先、申込時期など

寮によっては空港まで寮生が迎えに来てくれるところもありますが、ほとんどの日本人留学生は個人で大学までイ子つていました。

その他出発前に準備しておくべきこと



澳門大学の授業は基本英語だつたため、中国語だけでは限りがあると実感しました。そのため、最低でも英検は2級レ勺Иまあつた方が

いいと感じます。授業では、発言が求めЙ る場合があるためスピーキングは本当に重要になります。澳門にきた日本人留学生たちは英

語十aで中国語勉強する子が多かつたです。中国語伸(まサチャンスはありますが基本的に英語だつた勘 、最初は英語IP贋れるのに苦

労しました。ですか、この経験は私にとつて一石三鳥で農おの言語を学ぶことも出来ました。



【到着直後の手続きについて】

●現地でのオリエンテーションについて (オリエンテーションがと是供されていた場合のみ回答してください)

【留学先大学の施設環境について】

●留学先大学の環境について

参カロしたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか? ※日程、内容、提イ共lV鶴関など

学吉日のオリエンテーション

学部の説明が行われましたが、こちらのオリエンテーションは正規学生向けで留学生はいなかつたので参加する必要はないです。

参カロしなかつたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか?  ※日程、内容、提イ共機関など

なし

その他、到着後に行つた手続きにつして  ※滞在許可書の申請、銀行日座の開設など

・銀行開設

大学内にあるモールの中に銀行があるのでそこで口座を開設しました。銀行開設で心要なものはパスポートとマイナンパーカード、澳門大

学の学生証の提示が必要です。私はマイナンパーカードと免許証をマカオに持つて来てなかつたので、マイナンパーカードの写真とカードの

裏の番号を見せたら大丈夫でした。国座開設する場合は免許証かマイナシパーカードを持つていくことをおすすめします。

・携帯のプラン

私は日本の電話番号を維持したまま契約を停止し、マカオにあるCTMで契約しました。大学のモー)Иこある携帯会社でもいいと思いま

すがCTMより高めです。毎月 12ギガ90mop(約 1800円くらい)で支払いしていました。

マカオで携帯契約したあとは、Mpay(マカオ版 paypay)を登録するのをおすすめします。マカオでは、現金も使えますがキャッシュレス

が進んでいるため基本的にMpayを使つていました。Mpayは銀行か現金でチャージします。

日本、または他国からの留学生数 (割合)について

留学生同士、および現地学生との交流につして

今年澳P弓にきた日本人はインターシ生含めて8人でした。

前期の交換留学生はフ0名、後期は40名程度でした。中国人学生が6割、残り4害」が現地の学生になります。交換留学や正規

学生もアフリカやヨーロッパなど世界各地から来る学生もいるので国際交流する機会が多かったです。

留学生のイベントが多く、仲良くなれるチヤンスは沢山あります。イベントの1膏草剛こつしては、インスタかwhatsAppで ISA側 (留学イベ

ントのリーダー)が流してくれているのでそれをみて参加します。ISAのインスタ(@iSatumsu)私 の時はなかつたのですが、学期始めは、キ

ヤンノ恢ツアーなどもあるため澳門大学関連のインスタやwhatsAppで情報収集するのもいいと思います、

大学の施設・設備について ※どういった施設・記漸言力惰隻置されているか (使用可能か)

PCの有無と使用につして ※PC教室の有無と授業等におけるノートPCの持ち込みの必要j性につして

キャンパスは緑に包まれていて自然豊かです。大学内にはモールがあり、そこではスーパーや散髪屋、フートコート、郵便局、携帯ショッ

プ、銀イ子などがあります。コンビニやカフェ、マクドナルドもあり、)F常に生活しやすい環境になつています。(モールやマクドナルドは 23時に

閉まる)また、体育館にはジムやプール、ビリヤード、ボルゲリングなどの場所あり、運動でリフレッシュできます。(体育館も23時に閉まりま

す)各寮にもジムや卓球できるスペース、勉強室もあります。図書館は 23時まで空いており、他にも 24時間勉強できる場所もありま

す。コンビニは体育館側とモール側(キャンパスのま諦と端)に 1つ力 あり、24時間営業しています。

沖国と上ヒベて、澳門大学は紙媒体の使用があまりないので、PCまたは,ブレットが必要になります。私は PCを使つて授業で必要な資

料をダウンロードして受けていましたがタブレットを使う学生が多いと感じます。個人的にタブレットの方が使いやすいと思います。



●危機管理につして

大学構内。大学周辺。滞在先の治安状況につして  ※注意点など、アⅣ(イスも含めてご記入ぐ捲い。

澳門は夜でも建物で明るく、人もたくさんいるので治安はとても良いと思います。ただし、夜遅くいる場合は酔つぱらいやカジノ(E行く際は

勧誘がしつこい場合があり、夜遅い場合は 1人行動するのlよ避け、友達数人で行動するようにした方がいいと思います。治安が安全と

はいえ、パス内での忘れ物やスリ(澳門ではめつたにない)は注意しましょう。忘れ物してしまうと日本みたしヽこ手元に戻ることはあまりないと

思います。日本人留学生の友達はクレカをなくしてしまつて澳門人の友達に頼みパス会社に連絡したものの、結局見つからず利用停止

していました。(バス会社の対応も適当なので貴重品はきちんと保管するようにしましょう)

寮にはそれ詢 警備員がして 24時間体制でいます。寮や学生専用の勉強スペースに入る際は学生証をか当 け―卜があるため部外

者は入れないため、学内の治安も非常に良いです。私の寮ではなかつたのですが、寮のランドリーによつて(よ月限が盗まれること力堆まにあり

ます。洗濯したまま放置する人がいるので勝手に違う場所に置かれるなどがあるので洗濯や乾燥機を入れる際(よタイマーをかしナで時間き

つちりに取るようにした方がいいです。

保険につして  ※留学先大学が提供するものの有無、加入した保険の内容等につして読己入餓埜い。

沖縄国際大学が指定する保険に加入しました。約 15万円かかります。



日

【住居および生活について】

●留学中の住居 (滞在先)について

滞在先①

住居種別 回 寮  ロ アパート ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 約 350′ 000  円 (□ 月  ・ □ 学期 ・ 図 1年 )

支払い時期と方法

学期が始まる前に澳門大学のアプリでクレカ情報を登録して支払いしました。 (前期と後

期ごとに)

もし支払いが遅れた場合は、大学の会計オフィスで支払いします。

滞在先②

※転居した場合

住居種別 □ 寮  ロ アパート ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 円 (□ 月  ・ □ 学期 。 □ 年 )

支払い時期と方法

この住居のメリット・デメリットlまありますか?

メリットは、寮内にキッチンや学圏室、食堂、ランドリーなどの設備が整つていて、不自由ない生活を送ることができました。

困ったことがあれば、RA(寮のリーダー)や寮のオフィス、警備員が親切に対応してくれます。

私がいた寮は、毎回テスト期間に無料の夜食を食堂で配つていました。テスト期間になると料理する時間が取れなかつたので助かりまし

た。

デメリットは、部屋やキッチンなど全てが共用なので私物を盗まれる、勝手に使われる、騒音、ルームメイトとの生活習I贋の不一致などト

ラブルがたまに起こつていました。寮によつては、建物が上ヒ較的新しい寮と古い寮があり、住むには問題ありませんがトイレが言吉まつてしまつ

て、業者の人を呼び直してもらつたり、湿度が高い時期は寮でゴキブリが発生といったトラブルもありました。ゴキブリ唇区除スプレーやゴ半キ

ヤップで対策する必要がありました。

食事はどのように手酉己していましたか? ※寮で提供される、自炊、外食など具体的に

私は基本的に自炊をしていました。調理器具は日午年澳門に留学していた日本人留学生が使つていた炊飯器や食器を頂きました。澳

門にはドンキホーテやダイソーがあるので調理器具や日本食が簡単に手に入るので便利です。

大学内には、カフェ、マクドナルドやサブウェイ、大学のモールのフードコート、各寮に食堂があるので、自炊しない日はここで済ましていまし

た。

友達と出かけたときは、中国本土やタイパサイドのほうにあるタイパビレッジで食べることが多かつたです。

どのような家具。日用品が用意されていましたか?

貝青入する必要があつたものは何ですか?

日本から持つていくべきものはありましたか?(実際に便利だつたもの、す寺つてイ〒くべきだったと思うものなD

寮では机、クローゼット、ベッド、朝と箱、冷蔵庫は用意されていました。それ以外のものは全て持参です。

寝具は持参なのでわたしは日本から持つて来ました。大学にあるスーパーでの現地調達でもいいと思います。間接照明、延長コードも必

要だつたので現地で貝請入しました。日本から持つていったものはふりかけや味曙汁、イ回包装のお菓子を持つていきました。マカオにはドシ。

キ木―テがあるので、日本ととヒベてちょっと高いですが日本食に困ることはあまりなかったです。

衣月限などは中国版のAmazonタオパオを使つていました。

日常の買い物について

大学内にスーパーがあるのですが、もっと安く済ませたいならタイパサイドにあるサンミュースーパーか中国へそ子く入国場の中にあるスーパー

で買い物するのがおすすめですЬまた、リゾート施設には無印良品やドン・キホーテがあります。

現地での移動手段につして



澳門での交通手段は基本パスになります。パスは学生だと1.5モップ (日本円で30円 )

タクシーは日本と同じくらい高めです。

パスのアプlJがありそこではイ可番のプ(スどのルート通つてるのか、あとイ可駅で来るのかが分かるアプリがあるのでオススメです。

学生用のMカード(交通系ICカード)は申請が必要です。Mカードがあれば買い物する際も便利で学生害」引もちよつときくので作つたほ

うがいいと思います。Mカードの申請方法は、Mpayから申請して1ケ月くらいでカードが出来ます。カードが出来たらタイプHこあるMカー

ドのカスタマーセンターでパスポートと澳門大学の学生証を提示してMカードを受け取ります。

休暇中の過乱 方につして

澳門では、□―カルの食べ物や世界遺産、リゾート地巡りをしていました。

中国本上の方では買い物やカラオケ、テーマパークに行きました。中国本上の方が比較的物価が安いです。



【現地での授業について】

●授業全打剣こついて

●留学先大学で履修した科目について

・ 履修した科目名は、タト国語で表記しても、日本語で表記しても構いません。

・ 括弧書きで「履修した学期」と「学部授業またI焉吾学学校」を表記してください。

【今後留学予定の方への注意事項 】

ト

一学期の最低履修単位 (科目)数 固 有  。 図 無   ※有の場合 (   )単 位

語学学校のプレイスメントテスト □ 有 ・ 回 無

授業の登録で困つたことはありましたか? あった場合、どのように角甲,央しましたか?

マカオ渡航前に登録した授業力取れておらず、履修登録期間に入つたときに科目が2つしか取れていなくて、また再度授業登録をしまし

た。授業登録の相談があれば、日本語学科の先生コニーさんのオフィスに相談することをお勧めします。

また、アプリケーションのシステムが難しく、履修登録期間内にタトそうと思つていた授業を外せず、学部オフィスの方にメールを送り授業の

外し方を教えてもらいました。

学習量・授業のレペル・授業の形式・成績評価方法等について (沖縄国際大学と比較して)

学習量は澳門の方が多かったです。授業は、1コマフ5分で週に2回行われます。

成績評価方法は、ABC段階で評価され、Fが不可になります。雷学生は 1年生から4年生までの授業を受けることができますが、3

年、4年になると英語のレNレが高くなります。

中国語での授業は、現代中国語を受けていましたが、学内の授業だと繋体字での授業が全てだつたので簡体字で勉強してきた私は大

変でした。孔子学院は学外で単位変換ができない授業になりますが、簡体字で標準中国語が学べます。

クラブや課外活動につして  ※参加の有無、内容など

クラブ活動は、パレーボールクラブに参加していました。私が参加したクラブは、澳門人の子が多く初心者でも優しく教えてくれました。フレ

ンドリーな人が多く楽しくゲームができます。 週に2回ありますが必ず参加する必要はないので気楽に行けました。

留学先で履修した科目名
取得

単位数

沖縄国際大学で申請予定の科目名

※わかる場合のみ記入

認定 (予定)

単位数

PRINCIPLES OF BUSINESS MANAGEMENT 3

b‖ ingualism 3

Introduction to Public Relations 3

Introduction to English Grammar 3

帰国生から提供されている す。単位認定が可能かどうかは所属学部教授会が最終的に判断します。



【留学の日程について】

●留学中のスケジュール (学期開始/終了、試験、休暇、イベントなど大まかなスケジュールを記入してください)

日程 スケジュエル

8月 11日 現地到着

8月 14日 入学式

8月 18日 前期スタート

9月 12日 lnternationai night(留 学生イベント)

10月 1日 10/1～ 10/7 国慶節と中秋節という祝日で連休

10月 中間テスト期間

11月 5日 lnternational food festival

12月 9日 12/9′ ,ヽ12/16具月末テスト

12月 19日 12/19r、′1/6冬休み

1月 フ日 後期スタート

1月 11日 Open day(オープンキヤンプヾス)

2月 12日 2/12N2/25春節休み

3月 日 中間テスト

4月 3日 4/3N4/7イ ースターホリデー

5月 11日 5/11～ 5/21期末テスト

2026年 5

月 29日
日本帰国
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【留学費用について】

●留学費用の内訳について (金額は大まかな目安で構いません)※ 算用数字で記入すること。

●留学費用について

費目 金額

A.渡航費 (往復) 約 55′ 000 円

B.海外旅行保険 (1年 ) 約 150′000 円

C.授業料 (1年) ※沖国大縣内める授業料は除く 0 円

D.教材費 (1年 ) 0 円

E.生活費

(月額/年額)

滞在費 (家賃・水道代・電気代等)

食資

交通費

携帯代金

交際費 (娯楽代)

その他

生活賢合計

0

30,000

5′ 000

2′ 000

20,000

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

紳〕5′ 000

300′ 00

50,000

20′ 000

200′ 000

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)57′ 000 575′ 000

F.留学生活全体を通してかかった費用

(F=A+B tt C+D+E)
旅行代含め(約 50万).  1ァ 075′ 000 円

費用の準備方法  ※現金・クレジットカード等の支払い方法、日本からの送金方法など

アルプ(イトで貝すめていたお金を貝宇金して琉球銀行のデビットカードを使つていました。足りなくなったら親に琉球銀イ子にす辰り込んでもらう形

でやつてもらっていました。手数料を最」ヽ限にしたいならwiseカードを作るか、wiseでマカオで銀行開設した口座に送ることをおすすめし

ます。わたしの場合は日本の」CBか visaのクレカかデビットカードを使つて支払っていました。澳門ではJC8が使える場所S')ないため

visaを使う場面が多かつたです。

留学費用に関して、今後の留学生へのアドバイスをお願いします。

留学費用に関しては、旅行にいく余裕があれば是非澳問以外の国も楽しんでください。また、マカオでも留学生向けの奨学金があるの

でオフィス狽」からメールが来るためこのチャンスを逃さないでください。



沖縄国際大学 日外協定校派遣学生 帰回報告書

澳門大学

2025年 8月 11日 ～2026年 5月 29日

産業情報学部企業システム学科 ※沖縄国際大学での所属

3年次 ※春学期派遣の場合は4月時点の年次

派 遣 先 大 学

留 学 期 間

所 属 学 部 。学 科

留学 出発 時の年次

本文 (3′ 000字以上)

※内容はアンケートと重複しても構いません。今後、留学を目指す方にとつて参考となるような報告書の作成を心がけてください。

・留学を通 して

この 1年間を振 り返ると、毎日が新しいことの連続で、沖縄では体験できないようなことばかりでし

た。

最初は本当に英語が分からず、簡単な中国語しか話せなかったため、コミュニケーションに困ることが

多々ありました。そうしたことが続 くたびに、自分に自信もどんどんなくなっていきました。それでも、

諦めない気持ちと継続の大切さを実感する機会になりました。留学前は授業やアルバイトに追われ、あ

まり語学の勉強をしていなかったため、「あのときやっておけば良かった」と痛感しました。澳門では

他の交換留学先と違って語学学校がないので話せないと本当に大変です。留学前に語学の勉強を十分

にしておくことを強くおすすめします。現地に着いてからの伸びしろは大きいですが、最初の数か月を

安心して過ごせるかどうかは、事前準備で大きく変わると感じました。

それでも、ルームメイトや留学生の友達と話しているうちに新しい単語を自然と覚えるようになり、イ

ベントがあれば積極的に参加 して本当に良かったと感じています。本当にさまざまな国の友達と仲良

く毎日を過ごすことができました。

留学を通して一番成長できたと感じるのは、マカオで仲良くなった友達から学んだ「自分から挑戦しに

行 く姿勢」です。日本人の友達も留学生の友達も、一貫して自分から行動し、挑戦することを怖がらな

い姿を見せてくれ、それが私を大きく突き動かしてくれました。私はもともと自分から行動することに

自信がなく、できるだけ行動しない選択をしがちでした。そのため挑戦することが怖くなり、1人で行

動するときはどうしたらいいか分からず、焦ることもよくありました。しかし、周 りの姿勢を見て「私

もやってみよう」という気持ちが芽生え、慣れない土地でも自分から進んで聞いてみたり、分からない

ことがあれば英語や中国語を積極的に使って話せるようになりました。受け身でいると成長の機会は

限られてしまうので、失敗を恐れずに自分から動いてみる姿勢が、留学を実 りあるものにする鍵だと思

います。

ちょうどマカオに行っていた時期は日中関係が悪化しており、マカオは中国本土から近 く、買い物や現

地の友達と遊ぶことも多かったのですが、それ以降しばらく足を運ぶのが怖い時期がありました。正直

にいうと、この 1年間を通して、日本人への差別が全くなかったとは言えません。日本が好きな人もい

れば、日本に対して良くないイメージを持っている人が少なからずいたのも事実です。海外に行くと、

その国の考え方も受け止めて尊重する心の余裕が必要だと感 じ、これもまた大きな学びだったと思い

ます。

中国旅行で出会った人たちは皆親切で、「中国語が上手だね」と褒めてくれたり、「地元に遊びに来てよ」

と声をかけてくれたりと、心が温まる出会いばかりでした。



―

一

私がマカオを選んだ理由としては、マカオは中国大陸に位置しているのが決め手でした。マカオでは広

東語が主に話されている言語ですが、中国本土ヘゲートを通れば中国語が使われている環境にありま

す。マカオや大学内では英語を主に話して中国語を使う機会が少なくても中国旅行で中国語を話す機

会が増えるので 2ヶ 国語を勉強できたいい機会でした。

私の夢の 1つ は、留学で培った語学力を将来の仕事に活かしていくことです。まだ就職活動中で具体的

な形は決まっていませんが、語学力を武器に、グローバルに活躍できる人材になっていきたいと考えて

います。

授業について

授業の評価基準はA(100-93)A― (92-88)B+(87-83)B(82-78)B― (77-73)C+(72-68)
C(67-63)C― (62-58)D十 (57-53)D(52-50)F(50以 下)に なっています。授業によっては先生が生徒に

発言を求める場合があります。私が受けた授業では、FBAと いうビジネス関連の学部と英語を勉強す

るためにFAHの学部を取っていました。ビジネス系の授業は基本的にグループワークが多くディスカ

ッションも求められます。FBAの大変なところは、中間テスト、期末テスト、プレゼンテーション、レ

ポート課題が多く、テスト期間に入るとプレゼンテーションの練習や図書館や勉強スペースで復習し

ていました。FAHの 授業は英語の授業で、文法の勉強やバイリンガリズムについて学びました。

澳門大学孔子学院は、中国語を母語としない人々を対象に、中国語の教育や中国文化の交流活動を提供

する教育機関です。こちらは、大学外の授業になるため単位変換は出来ませんが、中国語勉強に特化し

ているため澳門大学の教授、交換留学生や正規の学生も受けている子が多いです。また、澳門で働いて

いる方も受けているので色んな人がこの授業を受けています。申し込みは澳門大学側からメールが来

るため希望する方は申し込みする形になります。孔子学院の中国語の授業は、1時間半で週に2回行わ

れています。中国語のレベルによってクラス分けされています。Elementary(初級 1)、 Elemcntary(初級

2)、 Intermediate(中 級 1)、 Intermediate Ⅱ(中級 2)、 prc― advanced(中 高級)、 advanced(高級)に分けら

れており、私は前期中級 IIと 中高級を受けました。中級以上のクラスを受ける際は、電話での口頭試験

があるので事前に話す準備をしていた方がいいです。授業内容は、日常の会話で活用する中国語が多

く、色んな場面で使えるためこの授業を受けてよかったと思いました。授業では、スピーキングを重点

に進めているのでとにかく発音を欠かさずにやります。出席、定期的にやる小テスト、プレゼンテーシ

ョンで評価されます。

・寮や生活について

澳門大学に着いたらまず入寮の手続きを行います。私は日本語学科の生徒が助けてくれたので難なく

入寮することができました。寮については RAさ ん(寮のアシスタント)が相談に乗ってくれるのでもし

寮で聞きたいことがあれば RAさ んに聞いてみてください。また、私が住んでいた部屋では、トイレが

詰まる、お風呂とトイレのドアが閉まらないといったトラブルがあり、その場合は澳門のアプリケーシ

ョンum澳大から修理依頼をしたら出来るのでそこからやります。最初は分からなかったのでオフィス

に聞きました。

私たちの場合、日本人は全員バラバラの寮になったので、日本人同士で同じ部屋とかはありませんでし

た。理由は分かりませんが、これを機に寮の学生とお話したり同じ寮の留学生とも仲良くなれました。



もちろん日本人とも月 1で一緒にご飯を作って食べたり、交換留学生同士で一緒に勉強していました。

第一言語を話すのは楽ではありますが、語学力を仲ばすには話すのが 1番なので日本人同士でも話す

ようにしていました。

・旅行について

澳門は旅行するとなると非常に立地がよく、休日は日帰りで香港へ行ったり、長期休暇の場合は中国本

土や東南アジアヘ旅行する留学生が多かったです。日本から海外へ行 くよりもマカオから行った方が

安いので長期休みは大学内も人が少なくなることがあると思うので旅行へ行くことをおすすめします。

私が旅行で行った場所は、中国本上が多く、山東省の青島(青島ビールで有名)、 四川省成都、重慶、広

州へ行きました。他に、台湾や韓国、フィリピンセブ島へ行きました。私にとって海外旅行とは、単に

観光地を訪れたり、非日常を楽しんだりするだけのものではなく、その土地の文化や歴史、人々との出

会いを通して、日本とは異なる価値観や考え方に触れ、自分自身の視野を広げる機会だと考えていま

す。

実際にその場所へ自分の足で行き、街の雰囲気を感じ、現地の人と交流することで、写真やインターネ

ットだけでは分からない、その土地ならではの魅力や背景を知ることができます。異なる文化や価値観

に触れることで、「当たり前」だと思っていた自分の考え方を見つめ直すきっかけにもなります。

だからこそ私は、海外旅行には「その場所を見る」だけではなく、「その場所を知 り、そこに暮らす人々

とつながる」ことに大きな意味があると考えています。旅行を通して得た経験や気づきを、自分の価値

観やこれからの生き方にも生かしていこうと思います。留学中に色んな場所に行けたのもいい経験と

なったので、澳門留学した際は他の国へ行 くこともおすすめします。

。今後マカオに留学する方に向けて

初めて海外へ行く人にとって、留学は楽しみである一方、「本当にやっていけるのだろうか」「言葉が通

じなかったらどうしよう」と不安になることもあると思います。私自身も、留学へ行 く前はさまざまな

ことを心配し、漠然とした不安を感じていました。

しかし、実際に一歩踏み出してみると、行く前には想像できなかった経験をたくさんすることができま

した。そして、「自分はこんなこともできるんだJと 、自分自身の新たな可能性に気づくことができま

した。今までできなかったのではなく、ただ挑戦していなかつただけなのだと気づいたことも大きな変

化でした。新 しい環境に飛び込むことで、最初は高いハードルだと思っていたことも、実際にやってみ

ると「意外とできる」と感じることがあります。一つの挑戦を乗 り越えると、それが自信になり、さら

に新しいことに挑戦する勇気にもつながります。

だからこそ、留学を迷っている人には、不安だからといって立ち止まるのではなく、まずは一歩踏み出

してみてほしいです。行く前に心配していたことの多くは、実際には起こらなかったり、起きたとして

もその時に何とか解決できたりします。

何とかなるという気持ちを持って、前向きに挑戦してみてください。留学は、海外で学ぶだけではなく、

今まで知らなかった自分の可能性に気づくことができる貴重な機会だと思います。



留学先大学 澳門大学

留学期間 2025年 8月 11日 ～ 2026年 5月 29日

所属学部。学科 総合文化学部 英米言語文化学科 ※沖率毛国際大学での所属学科

留学出発時の年次 2年次 ※春出発の場合は4月時点の学年

沖縄国際大学 回外協定校派遣学生 帰回者アンケート

【留学成果報告】

●語学クラスのレベ)レおよび語学検定の成績等|こついて (語学検定のスコアなど、具体的に記入してください)

留学開始時 英冒吾検定準――級、TOEIC 7 3 5点

帰国時 TOEIC8 1 0点

※帰国後は留学の成果を確認するため、語学検定等を受験することを強くお勧めします。

就職活動の際、留学の成果や語学力を裏付ける検定 (スコア)はアピー朋こなりますので積極的に受験しましよう。

●留学の成果について記述してください (自由記述 )

留学期間を通して語学レ剌Иよと狛くらい上がりましたか?

所感で構いませんので留学開始時と帰国時の違いを記述して笠捲い。

開始時も読み書き、話すことに対して特に抵抗はなかつたが、聞き取れないことやうまく言葉が出てこないことがあつた。

帰国時は、より不自由なく自分の言いたいことを伝えられるようになり、会話の中で使われる自然な言い回しを使えるようになつた。

語学力の向上以夕Hこどのような目的を持つて留学しましたか?その目的はさの程度達成すること

'沌

きましたか?

また、授業もしくは課外活動を通して学んだことや成長したことがあれば記述して爺遣い。

現地の人、他国からの留学生との交流に力を入れること。

たくさんのコミュニティに飛び込み、様々な人と交流を深めること力kきた。

言語や文化の違う相手とどう関係を築いていくかを学んだ。授業では、自分の学部では学べなかつたような他学部の専門的なことを学ペ

た。

その他、留学成果や今後の目標を記述して欲始い。

成果としては、語学力に加えて自分の1琴来の可能性を広院 ような視点やスキ)レを身につけることができた。

今後も英言吾力を]虫化していけるようTOEICや冒舌す機会を作る努力をしたい。
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【出国前の手続きについて】

●事前研修につして

事前研修で役立ったこと

※理由も含めて記入

留学にイ〒くにあたってどのような心1青の変化があるのかが矢日れたこと。マイナスな感1膏が出てきたときも、

これは過程の一つで、最終的にはこういう心fl青なつていく、という見通しが立っているだけで攻寸処しやす

くなつた。

●ビ引こついて

●出発準備について

荷物の発送方法 ※荷物の発送方法、時期、宛先など

すべて出発日に持つて行つた (23キ回のスーツケース、リュック、」ヽさい手荷物 )

●出国にあたって

ビザの種類 学生

申請から発行までかかつた期間 日程度 約 2か月

申請時期 □ 渡航前  ・ 団 渡航後

申請にあたって注意すべきこと

※必要書類、費用、予防接種や

健康診断書蜘 など

入学許可証、パスポート、指定健康診断書、肺X線検査の英文レポート、破傷風予防接種記録

のコピー、パスポートサイズのカラー写真

渡航経路  ※経由国や空港名、大学最寄の空港からの移動手段と所要時間など

香港経由                                      (

澳門から沖縄国際大学に留学していた学生と帰る便が同じだつたので、彼の両親に空港から大学まで運れて行つてもらつた。

出迎えサービスの有無と申込方法  ※申込先、申込時期など

なし

その他出発前IE準備しておくべきこと

数日分のSIM、 現金、クレカやデビットカード



【到着直後の手続きについて】

0現地でのオリエンテーションについて (オリエンテーションが提供されていた場合のみ回答してください)

参加したオリエンテーションにはどのようなものがありましたか? ※日程、内容、提供機関など

到着の3日後に新入生向けのオリエンテーションがあつた。 (吉B汚動やクラブの紹介、歓迎の演奏)

参カロしなかつたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか?  ※日程、内容、提供機関など

その他、到着後に行つた手続きにつして  ※滞在許可書の申請、銀行日座の開設など

銀行日座開設、ビザ申請、学生証の発行

【留学先大学の施設環境について】

●留学先大学の環境について

●危機管理について

日本、または他国からの留学生数 (書J合)につして

留学生同士、および現地学生との交流につして

日本人は自分以夕Hこ 6名。留学生数は約 200～ 300名

大学の施設・設備について ※どういった施設。設備力殺 置されているか (使用可能か)

PCの有無と使用につして ※PC教室の有無と授業等におけるノートPCの持ち込みの必要I性につして

授業ではPCかタブレットは必須であると言える。ほとんどの学生が持つているし、資料もデータで確認することが多い。

パソコン教室はある。勉強スペースは十分すぎるほどキヤンパス内にある。大学のシステムやデパイスに問題がある場合には専用のオフイス

がある。モールもあり、入れ替わりはあるが様々なレストランやフードコートがあり、それ以タトlこもそれ印 の寮に学食があるので大学から出

ずとも訓よんには困らない。寮ではお金を払つてd飯を買う。銀行やヘアカット、スーパー、郵便局、デパイスを購入できるところも大学のモ

ー)レ内にあるので用事は大学内で完結することがほとんど。

大学構内・大学周辺・滞在先の治安状況につして  ※注意点など、アドパイスも含めて魏 入釜捲い。

大学は中国本土からも澳門からも少し隔離されていて、キャンパス内にいるのは主に学生のみである。整備員の数も考慮に入れるとか

なり安全であると言える。広い大学内を夜ひとりで散歩してしても、安全面での問題はないと感じた。澳門の街の方でも、眠らない町と

言われるほどカジノや観光客の影響で明るtゝところが多く、安全面も問題ない。カジノがあることによる危険性もほとんど感じなかつた。

保険につして  ※留学先大学が提供するものの有無、加入した保険の内容等につして蒔己入韓発い。

加入した保険は東京海上日動の海外旅行保険 (留学生用プラン)

沖縄国際大学によつて提供されたもの。
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【住居および生活について】

●留学中の住居 (滞在先)について

滞在先①

住居種別 図 寮  ロ アパート ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 約 16万   円 (□ 月  。 図 学期 ・ □ 年 )

支払い時期と方法
大学のオシラインシステムにより半期ごとに請求が来る。クレカと紐づけられているので、そこ

から支払い。

滞在先②

※転居した場合

住居種別 □ 寮  ロ アパート ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 円 (□ 月  ・ □ 学期 ・ □ 年 )

支払い時期と方法

この住居のメリット・デメリッHよありますか?

メリット:大学内なので安全である、寮ごとのイベントもあり友達ができやすい、分からないことがあった時助けてくれる人がたくさんいる。

デメリット:プライパシー面。ルームメイトと1つの部屋を共有するため、プライベートな空間もない。キッチシや洗濯も共同スペースで行う

ので、他人を尊重する必要があり、自分のペースが乱されることもある。

食事はどのように手配していましたか? ※寮で提供される、自炊、外食など具体的に

できるだけ自炊、それ以夕Hよ寮の学食、大学内のレストラン

どのような家具・日用品が用意されていましたか?

購入する必要があつたものはイ可ですか?

日本から持つていくぺきものはありましたか?(実際に便利だつたもの、持つて行くべきだつたと思うものなD
用意されていたもの :冷蔵庫、ベッド、机、椅子、収納

購入するもの:洗剤、シャンプーリシス、ボディソープ、石鹸、食材、歯磨きセット、ペーパー類、ベッドシーツ、枕

持つて行つたもの :ドライヤー、ヘアアイロン、八ンディフアン、デパイスの充電器 (マスト)

日常の買い物につして

大学のスーパーでは買えないものも多々あつたので、近くの中国の国境にあるスーパー、澳門内のスーパーで買い物していた。

現地での移動手段につして

バス、たまにタクシー。パスがとても安いので、主にバスを使う。

休暇中の過出 方につして

友達と遊ぶ、旅行、大学内ジムに行く、図書館で読書 (日本語の本もある)



【現地での授業について】

●授業全月剣こつして

●留学先大学で履修した科目について

履修した科目名は、外国語で表記しても、日本語で表記しても構いません。

括弧書きで「履修した学期」と「学部授業また(焉吾学学校」を表記してください。

一学期の最低履修単位 (科目)数 固 有  ・ 回 無   ※有の場合 (   )単 位

語学学校のプレイスメントテスト 固 有 ・ 図 無

授業の登録で困つたことはありましたか? あつた場合、どのようIE角旱,央しましたか?

留学生は登録できない授業などがあり、それに加えて前期は出遅れてしまつたため、登録できない授業が多かつた。

前者に対して→オフィスに直接行き、何が登録できるのか、どの授業が空いているかを聞いた。後者に対して→前期の反省を踏まえて履

修登録期間が始まつてすぐ、取りたい授業を登録した

学習量・授業のレ判レ・授業の形式・成績評価方法等につして (沖縄国際大学と比較して)

沖縄国際大学在学時に比ぺ、より専門的な授業を履修していたので、テストで求められる勉強量が多いと感じた。

形式としては、講義形式やグループワークなど、様々。

主にプレゼシなどのグループワークで言平イ面をつけるもの、テストで言平イ面をつけるもの、2つの組み合わせ、などの三平イ面方法があつた。

クラブや課外活動につして  ※参加の有無、内容など

後期からバレーボールクラブに参加

留学先で履修した科目名
取得

単位数

沖縄国際大学で申請予定の科目名

※わかる場合のみ記入

認定 (予定)

単位数

IRTM2000  1NTRODUCTION

MANAGEMENT(後 期、学部)

TO  GAMING
3

COMM2005 ADVERTISING(後期、学吉8) 3 ビジネスの理論 I 2

PSYC1000 GENERAL PSYCHOLOGY(前 期、学吉B) 3 心理学Ⅱ 2

COMM1000 1NTERPERSONAL COMMUNICATION

(後期、学部)
3 基礎演習Ⅳ 2

EDUC2041 ENGLISH GRAMMAR(前期、学吉F) 3 言語学概論 I 2

ENGL3004 BILINGUALISM(後 期、学著|) 3 言語学概論Ⅲ 2

ENGL1002  DESCRIBING THE SOUNDS OF

ENGLISH(前期、学吉B)
3 Pronunciation Workshop 4

PSYC2002 HUMAN LEARNING AND COGNITION

(前期、学部 )
3 (2つ合わせて上記の科目 1つ分 )



【今後留学予定の方への注意事項 】

帰国生から提供されている上記の情報は参考情報です。単位認定力H能かどうかは所属学部教授会が最終的に判断します。



【留学の日程について】

●留学中のスケジュール (学期開始/終了、試験、体暇、イベントなど大まかなスケジュールを記入してください)

日程 スケジュール

8月 11日 現地到着

8月 18日 前期請義開始

9月 12日 International Night

10月 1′
2日

National Day of the Peoplett Republic of China

11月 2日 A‖ Souls′ Day

11月 5日 Food Festival

12月 19

日
前期終了

12月 20

日
冬休み

1月 フロ 後期開始

2月 12～
25日

旧正月

4月 3～ フ

日
Easter Recess

5月 22日 後期終了

月 日

月 日

月 日

月 日 日本帰国



山
田
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【留学費用について】

●留学費用の内訳について (金額は大まかな目安で構いません)※ 算用数字で記入すること。

●留学費用について

費用の準備方法  ※現金・クレジットカード等の支払い方法、日本からの送金方法など

琉銀デビットカードにて支芋ムい、現地口座からの引き出し

留学費用に関して、今後の留学生へのアドバイスをお願いします。

現地では基本的にお金を不家ぐことができないのでお金をある程度準備してからイ〒くことをお勧めします。

(私は旅行に使つた額が大きいのでもう少し抑えられると思いますが、余裕をもって準備しておくのがいいと思います)

賣目 金額

A.渡航費 (往復 ) 58′ 000 円

B.海外旅行保険 (1年 ) 144′ 020 円

C.授業料 (1年) ※沖国大に納める授業料は除く 0 円

D.教材費 (1年 ) 0 円

E.生活賣

(月額/年額)

滞在費 (家賃・水通代・電気代等)

食費

交通費

携帯代金

交際費 (娯楽代)

その他

生活賣合計

10,000

3′ 000

1,800

30,000

フ2′ 998

170′ 000

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

320′

100,

30′

18,

300′

フ29′

000

000

000

000

000

980

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)1′フ00′000

F・ 留学生活全体を通してかかった費用

(F=A+B tt C+D+E)
1 フ00′ 000 円



沖縄国際大学 日外協定校派遣学生 帰回報告書

澳門大学

2025年 8月 11日 ～ 2026年 5月 29日

総合文化学部・英米言語文化学科 ※沖縄国際大学での所属

※春学期派遣の場合は4月時点の年次2

派 遣 先 大 学

留 学 期 間

所 属 学 部 。学 科

留学出発 時の年次

① はじめに

私は2025年 の8月から2026年 の5月末まで、澳門大学に留学にそ子つてきました。この留学を通して澳門の

観光について学ぶだけでなく、新たな視点やイ面イ直観を得るなどして自分の新たな可能性を発見することを目的としてい

ました。留学先では、英語力や中国語の学習、大学の授業だけでなく、人との交流に特に力を入れました。本報告書

では、留学生活を振り返ることに加え、これから留学を目指す学生に事前に伝えたしV情報や実際に感じたことをまとめ

ます。

② 留学生活の概要

平日は授業が2～ 3つ、それ以外は自由な時間だつたので、沖縄にいた時よりも時間が多くありました。授業以外で

は友達とジムにイ子つたりd坂を食べたり、コンビニでおしゃべりしたり、一緒に映画を見たり1色々なことをして過ごしました。

授業のコマ数は少ないものの、テスト期間 (中間。期末両方)となると急(こ‖亡しくなり、このコマ数をこなすのがやつとで

した。言語が違う、より専門的、課題の数も多いという違いから、テスト期間は図書館に籠るというような生活をしてい

た記憶があります。イメージ的には時間がある月と11亡しい月の差が激しいという感じです。もちろんそれぞれの人のキヤパ

シティによつて取れるコマ数は違うと思うので、履修登録をする際にその授業の評価方法を確認し、計画的に履修する

ことをお勧めします。

授業の合間や授業終わりは、作り置きしたd販を温めて食べていました。とはいつても11亡しい時はタト食や学内のレストラ

ンで食べることもクタく、お金をあまリイ吏いたくないときはパスタばかり食べていました。休日はアルプヾイトも授業もないのでテ

スト期間以外なら時間があります。私は澳門で有名な観光地に行ったり、中国側で澳門では行けないようなお店に行

つたりと幅広く楽しんでいました。澳門大学から歩いていける距離に中国の国境があり、中国側だと物価が一気に安く

なつたり、色々なものを買えたりするのでとてもイ更不Uでした。たまに香港にも遊びにそ子き、ディズニーランドにもイ子きました。

長期体暇だと、ほかの留学生が旅行に行ったりするので、自分だけ予定がなく澳門に取り残されるというのも珍しい話

ではありません。私はこの留学期間に旅4子にそ子けるだけそ子くと決めていたので、長期イ木E限、もしくは少しでもチャンスがあ

つたらその体みを利用して海外旅行に行きました。澳門は場所的にも東南アジア諸国へのアクセスが良く、機会があれ

(齢々な国をめぐつてみることをお勧めします。特に休日は友達と過乱 たいという方は、せひ計画的に予定を立ててく

ださい。

私が印象に残っている出来事は2つあります。1つ目は他国の留学生とフィリピンに旅行に行つたことです。10月の

初めの長期体暇を利用して、工)レニドという海がきれいなリゾート地に行き、約 1週間滞在しました。航空券を別々の

③ 印象に残つた経験

本文 (3′ 000字以上 )

※内容はアンケートと重複しても構いません。今後、留学を目指す方にとつて参考となるような報告書の作成を心がけてください。



□

タイミングで取つたため、一人でマニラまで行き、そこで友達と合流する必要がありました。海外旅行にそ子ったことのなかつ

た私は、一人で海外の空港から無事飛行機に乗れるか、マ三ラで何かノヽプニングが起こるのではという不安に駆られて

いました。しかしすべてうまくいき、旅イ子を楽しむことができました。澳門留学力敦台まつてから約 2週間、ほとんど関係も築

けていない段階で計画を立て始めたので、日本での旅行とのギャップにすごく驚き、留学最初のビッグイベントとしてすご

く印象に残っています。

2つ目は、後期から参加したパレーボールクラブで仲良くしてくれた人に誘われ、パレーボールトーナメントに参加したこと

です。もともと参加しているクラブにも留学生はほとん出 なヽいのですが、そのトーナメントには留学生どころか中国人もお

らず、澳門人のコミュニティで構成されているようでした。大学内でも日本人だというと珍しがられますが、その会場ではよ

り珍しがられ、興味を与寺ってくれる人がたくさんいました。その後はチームのメンパーと焼き肉を食べに行き、買い物してか

ら再びいつものクラブに参加しました。後にそのメンパーでカラオケにも行って、日本の歌をたくさん一緒に歌いました。そ

のイベントが印象に残つている理由としては、現地のコミュニティに参カロさせてくれたことで、受け入れてもらえたような気

!寺になつたこと、そのトーナメントを通してメンノギーと一気に,巨離が縮まつたからです。それから普段のクラブも、よリー層

楽しくなりました。

④ 留学中に感じた難しきとその乗り越え方

留学中に詢 かった壁は、友達作りでした。学校では留学生同士が交流できるイベントがたくさん準備されていますが、

最初はやはり同じ人種同士で固まつてしまうことが多いです。同じ人種同士で固まつてグループlこなつていると、話しかけ

に行く八―ドサレlよかなり高いと思われます。かといつて、待つていても、話しかけられることはほばありません。特に私たち日

本人は現地の人 (中国人、澳門人)との見分けがつかないので、見た目だけでは留学生だと気づかれないことが多

かつたです。その人種の壁を乗り越えるためにはとにかく積極的に話しかけにいくことで対処しました。毎回自分が話しか

けにそ子くことを当たり前とし、その際は笑顔やアイコンタクトなどを意言哉しました。そのようなことを留学中に繰り返した結

果、徐々にほかの留学生とも関係を築いていけるようになり、話しかけられたり、ご飯に誘われたりすることも増えていき

ました。そのそ子動を率L続したことで、友達からの人脈に頼るだけでなく、自分の力で自分の留学生活を楽しくすることが

できたと思います。

もう一つは友達ができた後の言言吾の壁です。先ほど述べた、フィリピン旅そ子ではもちろんコミュニケーションはすべて英言吾だ

つたのですが、そのメンパーは主にヨーロッパの留学生で英語力も高く、アクセントもあつて自分だけ聞けない、伝わらない

ことがありました。コミュニケーションをあきらめそうになつたこともありましたが、そこには日本人もいなかつたので、とにかく聞

こえなかつたときは聞き返す、伝わらなかったときはあきらめ 言い方を変えてイ云えてみる、ということをそ子いまし

た。その結果、旅行中の1週間だけでも英語力の乃プを実感でき、楽しい旅行になりました。

⑤ 留学だからこそできた経験

留学だからこそできた経験はすでにたくさん書いていると思いますが、上記の人との交流以外で言うと「澳 門でしか学ペ

ないことを学べた」ということです。私は後期「INTRODUC「「ION TO GAMING MANAGEMENT」 というカジノの授業を履修しま

した。「東洋のラスベガス」として知られている澳門には、カジノを目的にたくさんの観光客力増方れます。澳門ではどのような観光客を最大限

楽しませるためにカジノ内タトでどのような工夫をしているのか、カジノにはどのような種類があるのか、そしてカジノを繰り返しイ子うことでの弊

害、澳門政府がカジノに関して課しているルールなどを学びました。私は運よく、留学中に21歳を迎えカジノに入れるようになつたので、実

際にカジノ内に入つて、授業で学んだことを目の当たりにすることで知識と経験が結び付き、より澳門のカジノや観光について深く学ぶことが

できました。



2つ目は海外旅行での経験です。前期と後期の合間、私はテストが早く終わつたので約 1か月ほど休みがありました。

その際に20歳の節目となる年に、やったことのないことに〕
`戦

してみたいと考え、ベトナムとラオスに一人旅そ子にそ子つて

みることにしました。これまでの留学での経験を積み重ねることで自信をつけ、自分ならできると一歩踏み出すことができ

ました。2週間葛弓、八ノイ、ダナン、ホイアン、ルアンパパーンをまわる言十画を立て、その中で色々な出会いもあり、とても

楽しむことができていました。最後はルアンパバーンから韓国に行つて友達と合流する予定だつたのですが、そこでフライト

前に乗らなければいけない列車が予約できていないという八プニングがありました。私が,帯在していた場所から空港まで

は車でも約 10時間かかるほどの距離で、列車以外で空港に行く必要がありました。海外でフライトを逃し、帰れない

かもしれないという恐怖はすごく大きく、ホテ,レのフロント、駅、空港を周つて空港に行く手段はないかとひたすら交渉しま

した。どの手段もダメでくじけそうになりましたが、最終的に翌日の列車とフライトのチケットを取ることができ、一件落着し

ました。泣き顔で帰ってきた私を見て、同じホテ)舅こ滞在していたフランス人のおじいさんが夜ご飯をおごつてくれ、d飯を

食べながら色々な言舌をしました。全部を総括して、日本では味わえないとても良い経験で、今〉となつてはその八プニング

が起こったことすらもラッキーだつたと思います。

澳門の東南アジアヘのアクセスの良さ、そして時間があつたことを生かしてこの留学期間にできた経験の一つです。

⑥ 留学を終えて感じたこと

留学を終えて、自分の大きく変わった音[分は3つあると思います。「言語や文化の違う人とでも関係を築いていくスキ

ル」「自分ならできると信じる力」「異文化理解」です。もちろん語学力もですが、この3つを得られたことは語学力の

向上よりも私に大きな誘響を与えていると思います。語学力は極論、限界はあつてもインターネットを通して向上できる

部分はあると私は思つています。私が得たこの3つの変化は、私自身が留学に〕

`戦

させてもらつて、留学先でも行動し

続けたことによって得られた、人との交流を通して得たスキルだと感じています。

もう少し具体的に話すと、1つ目の「言語や文化の違う人とでも関係を築いていくスキル」は、自ら人と積極的に関わる

中で得た、言言吾や文化を超えた烹寸人スキルだと思います。2つ目の「自分ならできると信じる力」は、様々な〕

`戦

を続

け、積み重なつていつた成功体験の結果得られたものだと感じています。これが今後の挑戦の八―ドルを下成 さらに今

後大きな挑戦を続けることにつながると思います。3つ目の「異文化理解」とは、私が無意識のうちに抱いていた偏見に

気づき、相手を理解していつた過程のことを指します。当初不快に感じていた留学生や現地人の行動の背景を一つず

つI里角早していくことでイ余々 にそのような不
jl央
感は無くなつていきました。

この3つに共通して言えることは、この留学を通して私は1署来の様々な可能性を広げることができたということです。今

後やつてみたいと思つたことに〕懸戦し、言語や国を超えて様々な人と深く関わることで自分の1吾来をより充実した楽しい

ものにできると感じています。

② これから留学する学生へ

留学前は、このようなレポートなどを通してより具体的な情報 (費用、スケジュール、治安など)を得て、しつかり準備

しておくことをお勧めします。留学中は、これまで自分から積極的に動くことの大切さをお話ししましたが、まずは生活に

慣れることを優先に、周りと比べず自分のペースで留学を楽しんで敬埜い。周りの人カサでに友達を作つていたり、英語

が上手だつたり、周りと自分を上ヒベて自信を無くしてしまうことは必ずあると思います。しかし、異国の地で生活するだけ

でも最初はかなり体力やポ青神を削られるはずなので、決して焦らず、自分のペースで現地に馴|1染んでいつてほしいと思

います。

留学に行こうか迷っている方へ、行ける環境 (費用、時間、将来の計画的に)なのであれば、そして考え込んで行動

できずにいるのであれば、勇気を振り絞つてノリで飛び込んでみるのも私はありだと思います。そ子つて後悔することはない

し、やるしかない】犬況に自分をあえて置くことも方法の一つです。私の場合だと、‖生格上考えすぎてしまつて行動(ラ膨せ



ないと思つていたため、そ子ける1犬況だと分かるとすぐに書類を出しに行きました。一歩がなかなか踏み出せないという方

は、海外に行って生活するにはどのような選択肢があるのかをネツトで調べる、または沖縄国際大学のグロープu欧育
支援センターに相談してみて徹益い。決断するための助けになつてくれると思います。

最後までお読みいただきありがとう酸ぎいました。この帰国報告書が留学を考えている人の背中を少しでも押すことがで

きたら幸いです。



留学先大学 レオン大学

留学期間 2025年 08月  13日 ～ 2026年 06月 20日

所属学部・学科 法学部地域行政学科 ※沖縄国際大学での所属学科

留学出発時の年次 3年次 ※春出発の場合は4月 時点の学年

沖縄国際大学 国外協定校派遣学生 帰回者アンケート

【留学成果報告】

●語学クラスのレベルおよび語学検定の成績等について (語学検定のスコアなど、具体的に記入してください)

留学開始時 A2

帰国時 Cl

※帰国後は留学の成果を確認するため、語学検定等を受験することを強くお勧めします。

就職活動の際、留学の成果や語学力を裏付ける検定 (スコア)はアピープメこなりますので積極的に受験しましょう。

●留学の成果について記述してください (自由記述 )

留学を通して、スペイン語の語学力やコミュニケーション能力を向上させることができました。また、様々な国の人と交流する中で、海タトの

人から見た日本の印象や、日本の文化がどのように捉えられているのかを矢日ることができたことも大きな成果でした。自分が当たり前だと

思つていた日本の文化について改めて考えるきつかlナ lこなり、今後は自分自身が日本の魅力や文化を海外の人に伝えていきたいと思つ

ています。そして、スペイン冒吾検定やDELEにもり【戦したいです。

留学期間を通して語学レNИまとれくらい上がりましたか?

所感で構いませんので留学開始時と帰国時の違いを記述して餓塾い。

留学開始時は、簡単な自己紹介ができる程度で、スペイン語での会話はほとん贅 きませんでした。しかし、帰国時には日常会話を問

題なく行えるようになり、授業で先生が話す内容もほとん拠 角子できるようになりました。

語学力の向上以外にどのような目的を持つて留学しましたか?その目的はどの程度達成すること力kきましたか?

また、授業もしくは課外活動を通して学んだことや成長したことがあれ(規述して徹捲い。

語学力の向上だけでなく、様々な国の人と交流し、多様な価値観に角虫れることを目的として召学しました。現地では自分から積極的に

話しかけ、互いの国の文化や考え方の違しヽこついで話し合う機会を多く持つことができました。また授業では自分の意見を伝えることが

重視されていたため、自分の意見をしっかり才寺ち、発言することを意識していました。その結果、日本にいた頃よりも自分の考えを相手に

伝える力が身に付いたと感じています。

その他、留学成果や今後の目標を記述して0捲い。



□

【出国前の手続きについて】

0事前研修について

事前研修で役立ったこと

※理由も含めて記入

事前研修でスペインの歴史や文化につして学んでいたため、語学学校の遠足で歴史的な話などがで

たときに難しい単語が出てきても知識があつたので理解しやすかつたです。

●ビザイこついて

●出発準備につして

荷物の発送方法 ※荷物の発送方法、時期、宛先など

大きめのスーツケース1個を受託荷物として預けました。

0出国にあたって

ビJを冴重共同 学生ビザ

申請から発行までかかつた期間 2週間程度

申請時期 図 渡航前  ・ □ 渡航後

申請にあたって注意すべきこと

※必要書類、費用、予防接種や

健康診断書の有無など

ビ胡申請詈、健康診断書、銀行の残高証明書、犯罪歴調査証明詈、スペインの保険の証明書、

入学許可証、ノ恢ポートサイ八証明写真、パスポートなど

渡航経路  ※経由国や空港名、大学最寄の空港からの移動手段と所要時間など

那覇空港→羽田空港→ドパイ空港→マトリード空港  (合計約 2日 )

出迎えサービスの有無と申込方法  ※申込先、申込時期など

レオン至」着後にホストファミリーみヽ迎えに来てくれました。

そのイ也出発前に準備しておくべきこと

・ホストフアミリーヘのお生産

・普段使用している薬

・折り畳み傘

・日本のクレジットカードを複数枚



【到着直後の手続きについて】

●I見上也でのオリエンテーションについて (オリエンテーションが!是供されていた場合のみ回答してください)

【留学先大学の施設環境について】

●留学先大学の環境について

●危機管理について

大学構内。大学周辺・滞在先嚇 安状況について  ※注意点など、アドバイスも含めて:嘉己入0捲い。

レオンは現地の人(こも安全と言われているので特に心酉己することはないと思います。しかし、夜に一人で歩いて家に帰つたりすることがある

場合は、至」着したら友達に運絡するように気を付けていました。

保険につして  ※留学先大学が提供するものの有無、加入した保険の内容等につしてご記入笠捲い。

沖国が指定している保険とレオン大学が指定しているCignaというスペインの保険に加入していました。

参カロしたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか? ※日程、内容、提供機関など

参カロしなかつたオリエンテーシヨンにはどのようなものがありましたか?  ※日程、内容、提供機関など

ウェルカムウィークという大学でのオリエンテーションがありました。

その他、到着後に行つた手続きにつして  ※滞在許可書の申請、銀行日座の開設など

TIE(外国人身分証明カード)の申請を警察署で行いました。申請には住民登録の証明書が必要で、市役所に行かないといしすない

ため申言青するまでに率吉構時間がかかります。

日本、または他国からの留学生数 (割合)につして

留学生同士、および現地学生との交流につして

ヨーロッパの人たちやほかのパ イン語圏の国の人たちが多いイメージ。大学の授業は受けていなかつたが、留学生同士の交流会は何回

かありました。

大学の施設・設備につして ※どういった施設・設備が設置されているか (使用可能か)

PCの有無と使用について ※PC教室の有無と授業等におιするノートPCの持ち込みの必要性について

語学学校に PC教室はありませんでした。授業内でノートPCは特に必要ないと思います。学校には、欲み物や食べ物の自動販売機

があるので、休憩時間にみんなそこでお菓子を買つたりしていました。また、自圏室もあり放課後に勉強することも可能です。



日

【住居および生活について】

●留学中の住居 (滞在先)について

滞在先①

住居種別 □ 寮  ロ アパート 回 ホームステイ ロ その他 ( )

費用 100′000   円 (団 月  ・ □ 学期 ・ □ 年 )

支払い時期と方法 ホームステイ終了までに払う。支払い方法はクレジットカード。

滞在先②

※転居し腸 合

住居種別 □ 寮  回 アパート ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 50′ 000   円 (図 月  ・ □ 学期 ・ □ 年 )

支払い時期と方法 月の初めに払う。支払い方法はWiseを使つていた。

この住居のメリット・デメリットはありますか?

ホームステイとシェア八ウス農おもイ可不自由なく1央適に過ごすことができました。

食事はどのように手配していましたか? ※寮で提供される、自炊、タト食など具体的に

ホームステイでは、朝昼晩d飯が提供されました。シェア八ウスでは、ほとんど自炊をしていましたが金日程日の夜は友達とタト食をすることが

多かったです。

どのような家具・日用品が用意されていましたか?

購入する必要があつたものは何ですか?

日本から持つていくべきものはありましたか?(実際に便不Jだつたもの、持つてそ子くべきだつたと思うものなど)

家具は全部そろつていたため、イ可も購入していません。トイレットペーパーや八ンドソープなどの日用品は、ルームメイトと交代ずつ購入して

いました。ドライヤーは家にはなかったのですが、過去に留学していた先輩が置いで行つてくれたものを使用していました。日本から持つてい

くべきものは、室内用スリッパや生理用品、使い贋れたスキンケア商品など。

日常の買い物につして

近くのスーパーやアジアシスーパーで買い出しをしていました。

現地での移動手段につして

徒歩

休暇中の過詢 方につして

友達とカフェにイ子つたり、ゲンスを習つたりしていました。



【現地での授業について】

●授業全般につして

●留学先大学で履修した科目について

・ 履修した科目名は、外国語で表言Eしても、日本語で表記しても構いません。

・ 括弧書きで「履修した学期」と「学部授業ま旭焉吾学学校」を表記してください。

【今後留学予定の方への注意事項 】

一学期の最低履修単位 (科目)数 固 有  。 団 無   ※有の場合 (   )単 位

語学学校のプレイスメントテスト 図 有 ・ □ 無

授業の登録で困つたことはありましたか? あつ腸 合、どのように角軍,央しましたか?

特にない。

学習量・授業のレ勺レ・授業の形式・成績評価方法等につして (沖縄国際大学と比較して)

語学学校の授業は、年前9時半～午後 2時まであり、年前中は文法、年後は会話の授業です。成績評価方法は、出席日数や課

題、テストな贄 す。先生にもよりますが、宿題(よあまり多くない印象です。

クラブや課外活動につして  ※参加の有無、内容など

参カロしていない。

留学先で履修した科目名
取得

単位数

沖縄国際大学で申請予定の科目名

※わかる場合のみ記入

認定 (予定)

単位数

スペイン語 文法  (1～ 3学期・言吾学学校 )

スペイン語 コミュニケーション (1～ 3学期・言吾学学校 )

歴史  (3学期・冒吾学学校)

帰国生から提供されている上記の情草Rよ参考1青報です。 能かどうかは所属学部教授会が最終的に判断します。



|

【留学の日程1こついて】

●留学中のスケジュール (学期開始/終了、試験、休暇、イベントなど大まかなスケジュールを記入してください)

日程 スケジュール

8月 13日 現地到着

8月 18日 夏季集中講座①開始

8月 29国 夏季集中講座①終了

9月 11日 夏季集中講座②開始

9月 30日 夏季集中講座②終了

10月 7日 秋学期開始

12月 18日 秋学期終了

12月 19日 冬休み開始

1月 フ日 冬休み終了

1月 15日 冬学期開女台

3月 17日 冬学期終了

3月 19日 春学期開始

3月 29日 セマナサンタ (大型連体)開始

4月 5日 セマナサンタ (大型連体)終了

6月 5日 春学期終了

6月 20日 日本帰国



買目 金額

A.渡航費 (往復 ) 300′ 000  円

B.海外旅行保険 (1年 ) 140′ 000  円

C.授業料 (1年) ※沖国大に納める授業料は除く 円

D.教材費 (1年 ) 円

滞在費 (家賃・水道代・電気代等)

食賢

交通費

携帯代金

交際資 (娯楽代)

その他

生活賣合計

E.生活資

(月額/年額)

50,000

20′ 000

円 (月額)

岡 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

600′ 000

240′ 000

開 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

2,000

15,000

15′ 000

102′ 000

24′000

180′ 000

180,000

1′ 224′ 000

F.留学生活全体を通してかかつた費用

(F=A tt B+C tt D tt E)
1′ 664′ 000  円

【留学費用について】

●留学費用の内訳につして (金額は大まかな目安で構いません)※ 算用数字で記入すること。

●留学費用について

費用の準備方法  ※現金・クレジットカード等の支払い方法、日本からの送金方法など

現地では、ほとんどクレジットカードで支子ムいを行つていました。日本から送金してもらう場合はwiseというアプリを使つていました。

留学費用に関して、今後の留学生へのアドバイスをお願いします。

自炊生活が始まつたとき、最初は値段を気にしてお肉やお魚を買うことをためらつていたのですが、栄養をちゃんと取らないと体調にも影響

するということがわかったため節約しすぎもよくないと思います。おいしいものを食べてモチベーションを高めましょう。



沖縄国際大学 日外協定校派遣学生 帰国報告書

レオン大学

2025年 8月 13日 ～ 2026年 6月 20日

法学部地域行政学科 ※沖率嘔国際大学での所属

3年次 ※春学期派遣の場合は4月時点の年次

派 這 先 大 学

留 学 期 間

所 属 学 部 ・学 科

留学 出発時の年次

・留学を決めた理由

私は小さい頃から海外に興味があり、これまでにも海外の人と交流するイベントに参加したり、短期留学を経験したり

するなど、海外に触れる機会がありました。大学に入学した当初からスペインヘの留学を考えていたわけではありません

でしたが、大学で第二言語としてスペイン語の授業を履修していたこと、そして仲の良い友人が交換留学に挑戦してい

たことをきっかけに、私も大学在学中に長期留学に挑戦してみたいと思うようになりました。

・留学生活で学んだこと、経験したこと

私はレオン大学ではなく、現地の語学学校でスペイン語を学びました。留学当初は、スペイン語をほとん廃舌すことがで

きず、相手の話を聞き取ることも難しかったため、毎日の授業についていくだけでもホ青一杯でした。ホームステイをしてい

た時期には、ホストマザーとの会話でもわからない単語や文法がたくさん出てきたため、翻訳機を使いながら会話をする

こともありました。私はA2レベルのクラスからスタートしたのですが、最初の頃のクラスメイトはヨーロッパ出身の学生が多

く、スペイン言吾を流暢に話しているように見えたため、毎日圧倒されていました。しかし、今振り遁:つてみると、彼らは必ず

しもスペイン語のレベルが非常に高かつたわけではなく、間違えることを恐れず、自信を持つて積極的に話していたからこ

そ、より流暢に話しているように見えていたのだと思います。一方で私は、間違えることを恥ずかしく感じてしまい、自分か

ら積極的に話そうとすること力(きませんでした。しかし、留学生活を通して、言語を学ぶ上では間違えることは当たり前

であり、間違いを恐れて話さないことのほう力もつたいないということに気づきました。留学開女台から2か月ほ雛 つと、先

生が話している内容を少しずつ理解できるようになり、授業中にも自分の考えをスベイン語で答えられるようになりまし

た。特に自分の成長を実感したのは、語学学校の遠足で歴史の先生の説明を聞いた時です。以前はスペイン語で説

明されてもほとんど聞き取ることができなかつたのですが、その時は先生力惰舌している内容が自然と頭に入つてきました。

その瞬間、自分のスペイン語が少しずつ身に付いていることを実感し、とても嬉しかつたことを覚えています。友達ができ

てからは「もつとみんなと言舌したい」という気持ちが生まれ、それがスペイン語の勉強を頑 ]長るモチベーションにもなりまし

た。また、外国人と交流する際、日本に興味を持つている外国人は想像以上に多いことにも気づきました。特に日本の

アニメは多くの人が知っているため、日本の有名なア三メを一つでも知っていると、それが会話のきつかけになります。留学

中は、スペイン人だけではなく、さまざまな国から来た学生と交流する機会がありました。その際、外国人の友達から日

本について質問されることで、今まであまり意識していなかつた日本の文化や習慣について改めて考える機会も増えまし

た。

・現地での生活

私は最初の期間はホームステイをしていましたが、ホームステイ終了後は「idealista」というアプリを利用してピツを探し

ました。実際に3か所ほど内見にそ子き、その中から住む場所を決めました。家主とはメールでやり取りをしましたが、返信

が遅いこともあったため、一つの物件だけに限らず、複数の物件に同時に連絡しておくことが大切だと感じました。最初

本文 (3′000字以上 )

※内容はアンケートと重複しても構いません。今後、留学を目指す方にとって参考となるような専侵告書の作成を心がけてください。



に住んだピソは私を含めて4人でシェアするタイ菱 、家賃は月 350Cでした。少し高めではありましたが、設備が整って

いてきれいな家だったため、1央適に生活することができました。一度だけお風呂のお湯が出なくなるトラカレがありました

が、それ以外は特に大きな問題もなく約 5か月間生活しました。その後、友達から紹介してもらつた近くのピソに引っ越

しました。家賃は250Cで、以前の家より安く生活すること力kきました。本当は語学学校に近い場所に住みたかつたの

ですが、学校の近くは条件に合う物件を見つけることができず、どちらの家も学校から徒歩約 20分ほどの場所でした。

留学前は一人暮らしをしたことがなかつたため、家事や洗濯などにも不安がありました。しかし、実際に生活してみると

少しずつ慣れていき、そんなに心配する必要はなかつたと感じています。また、スペインでは日曜日や祝国にお店が閉ま

つていることが多いため、事前に食料品な陸 買つておく必要があります。

体日は、友達とカフェやプu舅こ行つたり、スペイン人の友人からダシスを教えてもらつたりしました。また、レオン大学が留学

生向けに開催している交流会などにも参加しました。こうしたイベントは、語学学校だけでは出会えない人と知り合うこ

と力(きるため、留学中は積極的に参加することをおすすめします。長期休暇には、スペイン国内、フランスやイタリアな

どにも旅行しました。航空券は時期によって価格が大きく変わり、人気の観光スポットは事前にチケットを購入しておか

ないと売り切れてしまうこともあるためできるだけ早めに計画を立てることが重要です。また、「BUSCYL」 という無料でレ

オン州内のバスを利用できる制度力坊り、レオンに住民登録をしている人は申請することができるため留学する人にはぜ

ひ活用してほしいと思います。

・留学前にしておくべき準備、心構え

留学前にもつと準備しておけばよかったと思うことは、スペイン語の勉強です。私は日本でスペイン語Ⅲまで履修していま

したが、接続法については日本で十分に勉強していませんでした。そのため、スペインの学校で接続法を勉]虫した際に

かなり苦戦しました。また、単語も十分に勉強しないまま留学したため、最初の頃は会話をする際にわからない単語が

多く苦労しました。留学前に単語帳な陸 使って基本的な単語を増やしておけば、現地での生活をよリスムーズ1懃台め

られたと思います。さらに、スペインやレオンについての知識を持つておくことも大切だと感じました。現土也について矢日つてい

ることがあれば、それをきっかけに友達と会話を女台めることができます。これはスペインに限つたことではなく、留学先の国

や世界のさまざまな国に興味を!寺つておくことで、共通の言舌題が上曽え、人との交流につながると思います。そして何より、

留学前から「間違えてもいい」という気持ちを持つておくことが大切です。最初から完璧にしようと思う必要はなく、現地

で積極的に話し、間違いながら覚えていく姿勢が重要だと思います。

・留学中に大変だったこと、そこから学んだこと

留学中に大変だったこととして、まず言葉の壁がありました。しかし、私が一番難しいと感じたのは言葉そのものよりも

「相手との距離感の保ち方」でした。私はもともとおしゃべりな方ではなく、日本人と一緒にいるときでも自分のことを話

すことが得意ではありません。そのため、親しくなつたスペイン人の友人からプライベートなことを聞かれたり、自分の感‖青

を率直に伝えられたりしたときには、最初は1布く感じることもありました。しかし、時間が経つにつれて、相手に悪気がある

わけではなく、本目手のことをもつと宋日りたいという気!寺ちから質問しているのだと考えられるようになりました。スペインで出

会った人たちは、自分の意見を求めたり、相手のことを知ろうとしたりする人が多く、最初は戸惑うこともあると思います

がその違い|]慣れていく必要があると感じました。

・留学を終えて

1年間の留学を通して私が最も得られたものは、「自信」だと思います。私は留学前まで一人暮らしをしたこともなく、

海タトで長期間生活した経験もありませんでした。そのような自分が、約 1年間海外で生活し、さまざまな国の人と関わ

り、分からないことがあれば自分で考えて行動しながら生活することができました。もちろん、言葉が通じず困つたことや、

文化の違いに戸惑ったこともありました。しかし、それらを一つずつ乗り越えた経験が、「自分は家日らない環境でもやつて

いける」という自信につながりました。また、日本にいるときにはなかなか気づくことができませんでしたが、タトから日本を見



ることで、日本の文化や人々、生活環境のすばらしさを改めて感じることができ、日本人であることに以前よりも誇りを

持てるようになりました。留学生活には大変なこともありますが、それ以上に、日本にいるだけでは経験できない出会い

や発見力ちります。もし留学に行くか迷っているのであれ1試 完璧な準備力竺きるまで待つのではなく、せひ一歩踏み出

してほしいと思います。



留学先大学 Universidad de Leon

留学期間 2025年 8月 14日 ～2026年 フ月 23日

所属学部・学科 総合文化学部・英米言語文化学科 ※沖糸電国際大学での所属学科

留学出発時の年次 3年次 ※春出発の場合は4月時点の学年

沖縄回際大学 回外協定校派遣学生 帰回者アンケート

【留学成果報告】

●語学クラスのレベルおよび語学検定の成績等について (語学検定のスコアなど、具体的に記入してください)

留学開始時 A2

帰国時 Bl

※帰国後は留学の成果を確認するため、語学検定等を受験することを強くお勧めします。

就職活動の際、留学の成果や語学力を裏付ける検定 (スコア)はアピー)レ lこなりますので積極的に受験しましょう。

●留学の成果について記述してください (自由記述 )

留学期間を通して語学レ州♭は3抵らい上がりましたか?

所感で構いませんので留学開始時と帰国時の違いを記述してください。

留学開始時は全く会話することが出来ず、ホストマザーとGoogle翻訳でかろうじて意思疎通をしていた。帰国時には時々聞き返したり

わからない単語があつたりするものの、日常会話はほぼ問題なくできるよ引こなつた。

語学力の向上以外にどのような目的を持つて留学しましたか?その目的はどの程度達成すること力推きましたか?

また、授業もしぐよ課外活動を通して学んだことや成長したことがあれ(滞己述してください。

語学力向上のほかには、ヨーロッパの美術作品に触れることと、異文化でやつてしく力を身に着けること、学部授業を履修することを目的

としていた。美術に関してはスペイン・イタリアで美術館や博物館を訪れることができた。また学校やシェア八ウス生活のなかで異文化に身

を置くということを常に考えることができ、知り合つた友人たちと文化の違いのなかでどのように付き合つていくのか模索することができた。また

一つの授業だつたがレオン大学の学部授業を履修すること力kきた。

大学での学び方や人付き合いや生活。気候もすべて違う中で、不安とともに取り組む力を身に着ιすることが出来たと思う。

その他、留学成果や今後の目標を記述してください。

留学で一年過ごしたということ、学部授業の履修、それから語学力などの成果をアピー)レして就職に活かしたい。

また言吾学検定を取得し、将来イ可らかのかたちでもう一度スペインに関わりたい。
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【出回前の手続きについて】

0事前研修につして

事前研修で役立つたこと

※理由も含めて記入

事前研修では手続き等につして先輩から話を聞くことができたので不安をつ前 ことができた。また専

攻分野の留学先ではなかつたので、事前研修で留学先の文化や歴史につして学ぶ時間が取れたこ

とがとでも助かつた。

●ビザについて

●出発準備について

荷物の発送方法 ※荷物の発送方法、時期、宛先など

荷物は発送ではなく、渡航時に預け荷物でスーツ2個を準備した。合わせて40キロ程度。

●出国にあたって

ビザの種類 学生ビザ (留学査証)

申請から発行までかかつた期間 10日程度

申請時期 回 渡航前  ・ □ 渡航後

申請にあたって注意すべきこと

※必要書類、費用、予防接種や

健康診断書の有無など

申請からは10日ほ淡 ビt劫埋B送されて届いたが、申請には事前予約が必要。予約は大使館 HP

に記載のメー)Иこ連絡して行い、大使館が指定する日時に直接東京の大使館に出向いて申請す

る。予約日時はこちらから希望することはできず、予約が埋まつていれ(鋤 な`り後の日程を指定される

ため、早めの予約が必要。予約方法・必要書類につして、また以前は受け取りも窓口だったが郵送

になっているなど年度によって変更があるため、HPをしっかり確認すること。

渡航経路  ※経由国や空港名、大学最寄の空港からの移動手段と所要時間など

那覇空港→羽田空港→ドバイ国際空港(トランジット)→アドルフォ・スアレス・マドリード=パラ八ス空港

飛そ子時間は合計 21時間ほど、待機時間も合わせれば2日 。

マドリー掛に到着後はAIsaパスでレオンまで移動(4時間)。

出迎えサービスの有無と申込方法  ※申込先、申込時期など

レオンにパスで着くとホストファミリーが迎えに来ている。事前にホストファミリーの運絡先が知らされるので、決まり次第、到着日時の連絡

が必要。

留学の数か月ほどまえにメー)レで連絡したが返事がなかったので、電話番号でWhatsupp登録して連絡した。

その他出発前に準備しておくべきこと

留学前の手続き

海外保険

留学後の履修についてアカデミックアドパイザーや学科長との相談

Wiseなど海外送金の手段



【劉着直後の手続きについて】

OI見土也でのオリエンテーションについて (オリエンテーションが提供されていた場合のみ回答してください)

【留学先大学の施設環境について】

●留学先大学の環境につして

●危機管理につして

参加したオリエンテーションにはどのようなものがありましたか? ※日程、内容、提供機関など

la Semana de Ottentacibn(WelCOme week)9/1N9/5′ 2/2を ,ヽ2/6

学期力激台まる前に留学生のためのオリエンテーションがある。日程等についてはメー)舅こ運絡される。

履修方法やレオン大学についで重要な説明がある。また留学生向けのWhatsupグ )レープに入ることができ、今後留学生向けイベント

情報などを得ることが出来る。またオリエンテーションの後半は遠足が企画されており、学部授業を履修しない場合でも留学生なら参カロ

できる。

参カロしなかつたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか? ※日程、内容、提供機関など

なし

その他、到着後に行つた手続きにつして  ※滞在許可書の申請、銀行日座の開設など

NIE(TIE)の 申請

日本、または他国からの留学生数 (割合)につして

留学生同士、および現地学生との交流につして

9月～12月の語学学校ではクラスの大半が日本人だった。ほかにはアメリカやヨーロッパ、アフリカのフランス語圏やトルコなどの学生。

2月～6月に通つたレオン大学では日本人は見かけなかつた。現地学生とはクラスよりもイベントや紹介がなければ知り合うのは難しいよ

うに感じた。エラスムスなどほかの留学生は多く、学期の初めは交流イベントも多い。

大学の施設・設備につして ※どういった施設・尋

`漸

言力壻隻置されているか (使用可能か)

PCの有無と使用につして ※PC教室の有無と授業等におけるノートPCの持ち込みの必要性につして

図書館でPC使用可能。授業では現地学生はほぼ全員ノートPCを持ち込んでいる。

語学学校では授業中のPC等の使用は不可。 (タブレットでノートをとるのは可能)

大学構内。大学周辺・滞在先の治安状況につして  ※注意点など、アドパイスも含めて蒔己入ください。

とでも安全。語学学校近くに歴史ある城壁があり、観光地の一つでもあるが、その奥は一目が届かないため危険。

城壁を除いては、大学周辺やレオン市内の治安は良いと思われる。

保険につして  ※留学先大学力当是供するものの有無、加入した保険の内容等につして蒔己入ください。

レオン大学指定のCignaとしう保険がある。

保険内容は保険の際の選択でやや異なる (歯医者を含めるかなど)。



【住居および生活について】

●留学中の住居 (滞在先)について

滞在先①

住居種別 □ 寮  ロ アパート 団 ホームステイ ロ その他 ( )

費用
約 30万円(16フ4C)(図 2ケ月

年 )

□ 学期 ・ □

支払い時期と方法 8月と9月に数回に分けて語学学校でクレジットカード決済。

滞在先②

※転居し腸 合

住居種別 □ 寮  団 アプ(― ト ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 6万～4万円 (図 月  ・ □ 学期 ・ □ 年 )

支払い時期と方法 毎月家主に送金、もしくは手渡し。光熱費込み。

この住居のメリット・デメリットはありますか?

ホームステイ先のメリットは、家事はホストフアミリーがしてくれる、語学学校から近い、会話ができるので語学力向上に役立つなど。デメリッ

トとは,F常に値段力滴 いことと、ホストフアミリーによっては気を使つてしましY快適に過ごせないこと。

アパートのメリットは節約ができること、住む場所を選ぺること、自分のペースで生活できることなど。デメリットとしては家事は自分でやるこ

と、ルームメイトとの付き合い、家探しの手間など。

食事(まどのように手配していましたか? ※寮で提供される、自炊、外食など具体的に

ホームステイ中はホストマザーが奉備する。アパートでは自炊。

どのような家具 ,日用品が用意されていましたか ?

購入する必要があつたものはイ可ですか ?

日本から持つていくべきものはありましたか?(実際に便利だつたもの、持って行くべきだつたと思うものなど)

ほとんどの学生向けのアパートには家具が子前つている。アパートによっては料理器具や掃除道具などもそろつている。

2回目の刀〔―卜では料理器具と毛布が足りなかつたので購入した。

日本からは洗濯ひもがとても役に立つた。

日常の買い物について

基本的に食品はスーパーで買い物した。月限などはショッピングモールで買い物した。Amazonなど海外アカウントを作れば通販もできるが

使用しなかった。

現地での移動手段につして

基本的に徒歩で事足りる。それ以夕Hよ交通カードを購入してバスを使用した。

体Π隕中の過乳 方について



イ木暇中は旅行したり、友人に会つたりして過ごした。
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【現地での授業につもヽて】

●授業全般について

●留学先大学で履修した科目について

。 履修した不埓目名は、タト国言吾で表記しても、日本言吾で惑講己しても1青いません。
・ 括弧書きで「履修した学期」と「学部授業ま旭焉吾学学校」を表記してください。

一学期の最低履修単位 (科目)数 □ 有  ・ 団 無   ※有の場合 (   )単 位

語学学校のプレイスメントテスト 図 有 ・ □ 無

授業の登録で困つたことはありましたか? あった場合、どのように角〒決しましたか?

登金飛方法がわからず最初はとても困惑した。 オリエンテーションヘ参カロすることと、Oncina de Relaciones lnternacionalesヘ メー

ルで問い合わせて解決した。

学習量・授業のレNレ。授業の形式・成績評価方法等につして (沖縄国際大学と比較して)

語学学校ではときどきプリントー枚程度の宿題が出される。授業形式は先生によつて異なり、学生の発言もかなり多い。授業のレベル

は、学生のレベ)Иこよつてかなり変わる。学生がヨーロッパ系が多くスペイン語をかなり理解していれば難しい内容になるが、日本人が多い

場合はそれに合わせたわかりやすし嗜受業になるなど、柔軟に夕寸応されている。

レオン大学では要求される予習量が中縄国際大学と比較して非常に多いと思う。評価方法は授業によるが論述テストだった。形式は

講師が講義ノートを読み上げるように授業が行われ、学生はノートPCでそれを打ち出す。試験内容は持ち込み不可のレポートで、授

業内容の理角罪度が問われる。

クラブや課外活動につして  ※参加の有無、内容など

なし

留学先で履修した科目名
取得

単位数

沖縄国際大学で申請予定の科目名

※わかる場合のみ記入

認定 (予定)

単位数

(学部授業 )

LITERATURA NORTEAMERICANA II 6

(語学学校 )

スペイン言吾A2

スペイン言吾Bl

【今後留学予定の方への注意事項 】



帰国生から提供されている上記の情報は参考情報です。単位認定が可有ヒかどうかは所戸高学き隅教与受会が最終的に半」断します。
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一

【留学の日程について】

●留学中のスケジュール (学期開始/終了、尋式験、休暇、イペントなど大まかなスケジュールを記入してください)
日程 スケジュール

8月 14国 現地到着

8月 18日 言吾学学校プレイスメントテストCurso de verano開夕台

8月 29日 語学学校 8月終了 ?

9月 8日 語学学校再開

10月 1日 休暇開始

10月 フ国 語学学校 学期開始

12月 8日 語学学校 試験

12月 18日 語学学校 学期終了、休暇開始

1月 フ国 語学学校 学期再開

2月 9日 レオン大学 講義開始

3月 2フ 日 休暇

4月 フ国 休暇終了

5月 29日 講義終了

6月 11日 試験

6月 29日 再試

フ月 16日 日本帰国



【留学費用について】

●留学費用の内訳につして (金額は大まかな目安で構いません)※ 算用数字で記入すること。

●留学費用(こついて

賣目 金額

A.渡航費 (往復) 390000  円

B.海外旅行保険 (1年 ) 160000  円

C.授業料 (1年) ※沖国大日内める授業料は除く 0 円

D・ 教材賢 (1年 ) 20000  円

E.生活買

(月額/年額)

滞在費 (家賃・水道代・電気代等)

食費

交通費

携帯代金

交際費 (娯楽代)

その他

生活賣合計

64000

20000

200

9000

11000

35000

139200

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月客買)

円 (月額)

円 (月額)

540000

150000

3000

96000

90000

385000

1264000

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

F.留学生渚全体を通してかかつた費用

(F=A+B tt C tt D tt E)
1672000  円

費用の準備方法  ※現金・クレジットカード等の支払い方法、日本からの送金方法など

現金を持参して両替した。しかしほとんどクレジットカードを利用した。

日本からの送金・現地での引き出しにはwiseを不u用した。

留学費用に関して、今後の留学生へのぁドバイスをお願いします。

ビザの申請にも貯金があることの証明が必要(2025年時点で大使館 HP記載の一年滞在の場合の目安は約 130万。)

上記の留学費用内訳にホームステイ代を含めれば、やや多めに見積もつて190万。

留学中も奨学金等は受けられるが、現実的にも気持ち的にも余裕を持つために事前の貯金が大事。

また海タトでも手数料がお得なクレジットカードを探したほうがいい。自分は普通のクレジットカードをメインで使つてしまつたが、Wiseなどを

メインで使つた方がやや費用は抑えられたかもしれない。



沖縄国際大学 国外協定校派遣学生 り尋国報告書

私は 2025年 8月から2026年 フ月までスペインのカスティーリャ・イ・レオン州のレオン市で交換留学生として過ごし

ました。専攻は英語ですが、南米のスペイン語圏とスペインに移民した親族がおり、また沖縄国際大学で第ニタト国語

としてスペイン語を学んだことから興味を持ち留学を決意しました。パ イン語習得とヨーロッパの美術に触れること、また

異文化にもまれることを目標にしていました。留学の前半1焉吾学学校に通い、後半はレオン大学の学部授業も履修し

ました。語学学校では9:30から14:00の間に文法とコミュニケーションの授業力地〉りました。授業はすべてスペイン語

でイ子われましたが、とても分かりやすく説明されるのでどうにかついていくことが出来ました。クラスメイトは他大学からの国

本人も多く、その(よかにはエラスムス制度のヨーロッパからの留学生、カメルーン、トル]、 インド、アメリカなどの留学生が

いました。先生方も陽気なのでとても賑やかで楽しいクラスでした。授業と言つても生徒の発言や先生との会話も多く、

語学だけでなく自分や他の留学生それぞれの文化や価値観につして話されることもあり興味深かつたです。最初はスペ

イン言吾がほとんど哩角旱できず話すことが出来ませんでしたが、クラスメイトたちと一緒にがんばることができました。気軽に

パルやカフェに行くことができる環境だったのでチュロスやトルティージャを食べながらおしゃべりした日寺間は大切な思い出で

す。また言吾学学校では日本語クラスがあり、日オ哺吾を勉強している現地の人と宍日り合っておしゃべりすることができたのも

面白かったです。

最初の 2か月を過ごしたホームステイではスペインの生活スタイルや食文化を体験することが出来ました。スペインでは

朝 8時ごろに起きた場合、軽くコーヒーとパンな陸 食べ、10時ごろにカフェな陵 軽食を食べ、お昼d販は14時です。

その後はシエスタといって少し昼寝をします。また夕飯は 21日寺とかなり遅く、最初は驚きましたがすぐに1償れてきました。

ホストマザーはやや高齢で仕事はしていなかつたので、のんびりと過ごすことが出来ました。生活でも暑い国は窓のシヤッ

ターを閉めることや洗濯は毎日しないなどスペインで1央適に気楽に過ごす方法を学ぶことができたのでとてもよかつたで

す。2か月経つてからは、シェア八ウスに引つi越しました。イ回室はあるのでプライベートは守られますが、完全にひとりにはな

らないので心強かつたです。シェア八ウスではそれぞれ違う背景や常識を持つているので、お互い気持ちよく生活するため

にどうするべきかについて勉強させられました。自分の希望をはつきり伝える力と違いを受け入れるおおらかさが身に着い

たと思います。

気候は沖縄とかなり異なつていました。暑いのは 8月の中旬のみで、その後はどんどん涼しくなつていきました。また非常

に乾燥しているため、肌が荒れてしまい落ち込みました成姑醒物が乾くのはとても早いなど過ごしやすさもありました。一

日の気温差も激しく、最高気温が最低気温の三倍あることは普通でした。そのため最初はだいぶ疲れやすさを感じて

いました。冬になつてからは雪がうつすら降るようになりました。1月はとても寒く、風那をこじらせて学校を休みました。気

候に順応するにはだいぶ日寺間がかかると思います。しかしそういった経験も自分との付き合いかたや体のいたわり方をより

良く宍日る機会になりました。

2月からはレオン大学の学部授業を受けることができました。最初は履修できるかわからず、どのようにどこに聞け|れ いヽ

かもわからなかつたのですが、手あたり次第に問い合わせて受講にこ詢 けることができました。できないと最初から決めつ

けるのではなく、どんどん聞いてみる姿勢というのは留学において本当に大事だと思います。それは得意なほうではなかつ

Universidad de Leon

2025年 8月 14日 ～2026年 フ月 23日

総合文化学者[・英米言語文化学科 ※沖縄国際大学での所属

3年次 ※春学期派遣の場合は4月時点の年次

派 遺 先 大 学

留 学 期 間

所 属 学 部・学 科

留学出発 時の年次

本文 (3ァ000字以上)

※内容はアンケートと重複しても構いません。今後、留学を目指す方にとって参考となるような報告書の作成を心がけてください。



たのですが、そうせざるを得ない環境に置かれるので自身の成長にとても役立ったと感じます。大学では履修の仕組

み、授業の進め方、学生の雰囲気などもすべてが新鮮で刺激的でした。職員や先生方も留学生をあたたかく迎えてく

ださつているのを感じました。大学で知り合った留学生の子と友人になれたのは留学生活での宝物の一つです。私が受

けた授業はアメリカ文学についてのものだつたのでスペイン言吾ではなく英言吾でしたが、スペインならではの視点での解説も

あり非常に興味深かつたです。また英語固へ留学する
j瞳れもあつたので、英語の講義を受けるということがスペインで達

成できたのも予想タトのことでしたがうれしかつたです。

スペイン語習得には英語にはないような文法という大きな壁がありました。ときには上手く言舌せない自分にがつかりしなが

らも、一年間スペイン語を学んだことでまだ不完全ではありますがだいぶ話すことができるようになりました。語学力習得

だけであれば留学しなくとも可能ですが、留学することで外国語が日常になるという経験は大きな意味があると思いま

す。引き出すのに時間がかかる頭のなかの知識ではなくスペイン語をもつと身近なものとして身につけられたように思いま

す。帰国前に言吾学力が試されるような出来事がありました。空港への移動中にスマホの電源力切れてしまいました。マツ

プを見なけれ1式次のパスイ亭もわからないようななか、道端の現地のひとへ言苦しかけて道を教えてもらいました。教えてもら

った通りに歩いて、また道がわからなくなつたらまた人に聞くなどを繰り返して無事に空港に着くことができました。スペイン

に来た1劫 り`のころは翻訳機が手放せませんでしたが、自分の語学力だけで雑談も交えながら現地の人と話すことがで

きて、スペイン語を勉]虫してきて本当によかつたと思いました。

スペインでは休
'限

も多かつたので旅そ子をすることが出来ました。マドリードとパルセロナをはじめ、スウェーデン、スイス、イタ

リアなど日本からは一か所いくのも大変な多くの場所へ旅行し色々な人と出会うことが出来ました。美術館や博物館を

学生割引で訪れることができたのも良かったです。日本や
'中

率電とは違う環境ではく
｀
くまれた芸術に思いを馳せることがで

きました。

留学を考えている人には留学に行くというのも大事な目標ですが、留学中や留学後の」`さな目標をいくつか持つておく

ことをお勧めします。日標があれば迷わずどんな障壁も乗り換えることができます。途中で目標を見失って迷つてしまつた

としても、その後どう目標を立て直すかというのはとても貴重な経験になります。

この一年の留学生活を通して、語学力をはじめ、多様なイ面値観のなかで生きることや自分を振り返ることなど多くを学

ぶことが出来ました。言語、文化、気候、経済、不安といつた多くの壁がありましたが、それらを乗り越えたり振り回され

たりした経験は私の未来につながつていると思います。一年間スペインで生活したことがあるとい引睡験は私の将来の選

択月支を大きく広げまれるものだと思つています。留学中に自信がついた部分もあるし、自分の足りていないところに気づ

かされた著B分もあります。海タトやヨーロッパが日本や,中ネ亀とは違うものであることは頭では誰しも宍日つていると思います

が、それを長期間体験するということ1馬十り知れない価値があります。私が持つていた常識や偏見は自分とは異なる他

者に関わらなければ気づくことのできないものでした。大学という環境で贅沢に時間を使うことのできる期間にスペインで

過ごせたことは私の宝物です。留学中は常に手探りでもがいているような感覚もありましたが、振り返ってみると多くの学

びが得られるように感じます。留学を通して多角的な視野で多様な人々と関わつていけるそんな人間になりたいという

気持ちが強く芽生えました。留学前の私のように憧れと不安を抱えている人がいたら、一歩踏み出す勇気を与えるよう

なそんな存在になれたらうれしいです。



留学先大学 レオン大学

留学期間 2025年 8月 13日 ～ 2026年 6月 26日

所属学部・学科 総合文化学言F社会文化学科 ※沖縄国際大学での所属学科

留学出発時の年次 4 ※春出発の場合は4月時点の学年

沖縄国際大学 日外協定校派遣学生 帰回者アンケート

【留学成果報告】

●語学クラスのレベルおよび語学検定の成績等について (語学検定のスコアなど、具体的に記入してください)

留学開始時 A2

帰国時 Cl.1

※帰国後は留学の成果を確認するため、語学検定等を受験することを強くお勧めします。

就職活動の際、留学の成果や語学力を裏付ける検定 (スコア)はアピールになりますので積極的に受験しましょう。

●留学の成果について記述してください (自由記述 )

留学期間を通して語学レベ)レlまとれくらい上がりましたか?

所感で構いませんので留学開始時と帰国時の違いを記述してください。

留学開始時は、簡単な単語と本学で学圏した文法の範囲(スペイン語Ⅲまで)はある程度身についていたが、会話が全くできなしЧま

ど、リスニングとスピーキングの力がなかつた。ホストフアミリーや学校の先生に話しかけられてもほとん拠 角早できないレベル。初めのクラスで

は、日本ですでに学習済みの範囲を扱っていたので、先生の説明は理解できないが黒板に書かれていることは理解できていた。

語学力の向上以外にどのような目的を持つて留学しましたか?その目的はどの程度達成すること力(きましたか?

また、授業もしくは課タト活動を通して学んだことや成長したことがあれ(涛己述しては捲い。

留学開始前から卒業論文の調査を現地で行うことを決めていました。そのためにも、語学力が必要だつたため、留学終了期の 6月ま

でに、どの程度スペイン語が上達しているかによつて現地での調査がどの程度までイ子えるのか決まりました。専門用語を使用しないのであ

れば不自由なく会話はできるまで語学力が向上したため、現地での調査は、留学開始前に想像していた以上に上手くいきました。

語学学校の授業では、語学力だけでなく、失敗を恐れずに挑戦する姿勢も身に着きました。語学学校での成長があつたからこそ、前

述した卒論の調査もうまくいつたと思います。

その他、留学成果や今後の目標を記述してα捲い。

今後は、これから留学に挑戦したいと考えている学生に向けて、私の経験で得た情報も同じ留学体験者と協力しながら発信していき

たいです。また、将来は中学。高校の社会科の教員になるため、海外での生活を踏まえながら、中学生や高校生にも還元していきたい

です。



【出国前の手続きについて】

●事前研修につして

事前研修で役立つたこと

※理由も含めて記入

以前留学に行つた学生との交流もあったため、留学前に聞きたいことを直接本人に聞くことができ、

留学開始前からの繁がりができたこと。そのため、出発前や到着時など、トラカレが起きた時に対処で

きる能力がまだない時に大きな被害なく、留学開夕台期を過ごせました。

●ビザについて

0出発準備について

荷物の発送方法 ※荷物の発送方法、時期、宛先など

普段の旅行のように、預け荷物として持つていきました。

0出国にあたって

ビザの種類 学生査証

申請から発行までかかっ旭期間 20日程度

申請時期 図 渡航前  。 □ 渡航後

申請にあたって注意すべきこと

※必要書類、費用、予防接種や

健康診断書の有無など

大使館が近くにある者肋いの人とは違って、申請に至るまでの時間が比較的必要なため、早すきスら

い前もつて準備すること。私が申請する数週間前にビ1井艦青に関する法律が変わり、必要書類に関

する情報にも変更があつたため、大使館のサイトをこまめにチェックしておくことをオススメします。

渡航経路  ※経由国や空港名、大学最寄の空港からの移動手段と所要時間など

那覇空港→羽田空港→ドパイ空港(ΨAE)※乗鋳迷ぎ→マドリード(スペイン)⇒レオン※パス

出迎えサービスの有無と申込方法  ※申込先、申込時期など

なし

その他出発前に準備しておくべきこと

風邪薬、日本からのお菓子(スペインの生活に慣れるまでの間用 )



参カロしたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか? ※日程、内容、提供機関など

9月の上旬にレオン大学のオリエンテーションがあつたが、体調不良で参加できなかつた。(9月 1日～5日 )

参カロしなかつたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか?  ※日程、内容、提供機関など

上述したオリエンテーション

その他、到着後に行つた手続きにつして  ※滞在許可書の申請、銀行日座の開設など

TIEカードの申請、住民票の申請

【到着直後の手続きについて】

●I見上也でのオリエシテーシヨンについて (オリエンテーシヨンが;是供されていた場合のみ回答してください)

【留学先大学の施設環境について】

●留学先大学の環境(こつして

大学構内。大学周辺・滞在先の治安状況について  ※注意点など、アドパイスも含めて読己入喩迷い。

日本、または他国からの留学生数 (割合)につして

留学生同士、および現地学生との交流につして

※語学学校

夏(8月 )

・ヨーロップ(9割 (イタリア、ウクライナ、ドイツ、イギリス)

秋(9月 ～12月 )

・アジア4割 (日本、中国)・アメリカ4害」・アフリカ2害」(コンゴ輿訴日国、カメルーン、マゲガスカル、モロッコ)

冬(1月 ～3月 )

・アジア2害」・アメリカ3害」。アフリカ3害J ・ヨーロップ(2害」

春(4月 ～6月 )

・アジア2害」・アメリカ4害」・アフリカ3害J ・ヨーロップ(1害 J

大学の施設。設備について ※どういった施設・設備力溜躍港れているか (使用可能か)

PCの有無と使用につして ※PC教室の有無と授業等におけるノートPCの持ち込みの必要1陛について

語学学校内は、多くの言語のコースがあり、日本語コースもあった。PC教室はなく、授業も基本はプリントを配布して授業を行うた

め、基本的には使用しない。

●危機管理について



|

語学学校周辺は、街の中心部なので昼夜通して人が多い、レオンは町自体が安全な町なので、語学学校周辺は安全ではあるが、

レオン大学は市の端に位置するため、夜は日音く、人気がない。

保険につして  ※留学先大学力堤供するものの有無、加入した保F食の内容等にういて魏 入徐遣い。
Signaと いう保F父にカロ入しました。



【住居および生活について】

●留学中の住居 (滞在先)につして

滞在先①

住居種別 □ 寮  ロ アパート 団 ホームステイ ロ その他 ( )

費用 15万    円 (図 月  ・ □ 学期 ・ □ 年 )

支払い時期と方法 指定された銀行窓口で現金支払い。

滞在先②

※転居し腸 合

住居種別 □ 寮  団 アパート ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 55′ 000   円 (図 月  。 □ 学期 ・ □ 年 )

支払い時期と方法 毎月 5日までに大家さんの口座に振り込む

この住居のメリット・デメリットはありますか?

スペインに来たばかりで、まだ環境に慣れない中での生活だつたので、ホストフアミリーが家事をしてくれることはオ青ネ申的に楽だつた。また、

語学学校から徒歩 10分 1承どのところに家があるので、通学にも問題はない。お家にスペイン人がいるので、スペイン語のリスニシゲカの向

上にとでも良い環境だつた。留学開始期は、環境にf贋れずに体調を崩す人も多く、中には入院をした学生もいた。病院での受付や、医

者に症状を伝える時に、ホストフアミリーがいると安心。ホストフアミリーが作つてくれたさ涙は基本美味しいが、まだスペインの食生渚に慣

れない時期は、自米や味曙汁が欲しくて食欲があまりわかない時もある。

ホームステイが終わつて自分たちで住むようになると、ホームステイ時のデメリットは無くなります。私は、同じ語学学校に通つていた他の

学生とアパートの一室を借りました。学生向けのため、家賃はホームステイと比べると安かつたですが、建物が古く、清潔さを保つのが少し

苦労した。

食事はどのよ引E手固己していましたか?  ※寮で提供される、自炊、タト食など具体的に

ホームステイ期間は、ホストフアミリーが毎食作つてくれました。ホームステイが終わつてからは自炊で、Mercadonaや D佑、Alimerka

などのスーパーで食材の買い物をしたり、毎週水曜と土曜の年前中に Plaza Mayorで 開かれる市場で野菜や果物を買つた。日本食

の食料品(みりん、酒、だし、カレーなど)は、中国人が経営しているお店で調達していた。

どのような家具。日用品が用意されていましたか?

購入する必要があつたものは何ですか?

日本から持つていくべきものはありましたか?(実際に便不じだつたもの、持つて行くべきだつたと思うものなど)

ホームステイ先では、家具も日用品も用意されていたので、追加で必要なものはなかつた。しかし、シェア八ウス用のピソは、ベッドのシー

ツがないところや食器が少ないところもあるので、毎回怠らず内見をすることをおススメします。

日常の買い物について

食材の買い物は上述した通りです。日曜日はスーパーは基本開いていないので、注意が必要です。Carrefour Expressは日曜日

も開いています。祝祭日で全部のお店が閉まる場合があるので、学校の先生から1膏報収集した方がいい。ショッピングモールも市内に2

か所あるが、市内にある中国人が経営しているお店で購入できる。

現地での移動手段につして

レオン市内は基本徒歩で大丈夫です。パスも運行していますが、現金でだと、1回 1.2C、 パス専用のカードで支払うと0.3Cで終点ま

で乗れます。



，日

体暇中の過ごし方につして

時間とお金 (こ余卒谷があるときは、EU圏の国に旅行しました。普段の週末は、パルに行つてみんなで欲みに行くか、お家でサッカーの試

合を見ていました。



【現地での授業について】

●授業全般について

●留学先大学で履修した科目について

・ 履修した不斗目名は、外国語で表記しても、日本語で表記しても構いません。

・ 括弧書きで「履修した学期」と「学部授業またI馬吾学学校」を表記してください。

一学期の最低履修単位 (科日)数 □ 有  ・ 団 無   ※有の場合 (   )単 位

語学学校のプレイスメントテスト 回 有 ・ □ 無

授業の登録で困つたことはありましたか? あつた場合、どのようIE角7決しましたか?

語学学校では、本学みたいな履修登録の必要がなかつたため、コースの開夕台日の確認だけで済んだ。

学習量・授業のレNレ・授業の形式・成縞評価方法等につして (沖縄国際大学と比較して)

1時間日は文法の授業をして、年後は会話やリスニングの授業が基本です。A2からスタートしましたが、1時間目の文法の授業

は、現在形、現在完了形、線過去、点過去なので、本学のスペイン語 I～Ⅲの内容を理解していれば問題ないです。しかし、2時間

目の授業は、実際に話せるか、聞こえるかが問われます。文法は、初めからA2のレベルがありましたが、聞く力と話す力は、本当に初心

者と変わらないレベ)レでした。文法を活用して、文を作つて話さないといけないので文法の理解は大事ですが、日本語をベースに考えて

の学翌環境は欧米の言語を学習する時に、語学の理解度に偏りが出てしまうと感じました。

授業の形式は、担当の先生にパラバラですが、基本は先生が説明して練習問題を書して解く時と、日頭で先生がそれ蔀 の生徒に

問題を投ι力 け`て、話して答える時もある。

成績は出席の割合、テストの点数、課題の提出状況、授業態度で構成されていました。

クラブや課外活動につして  ※参加の有無、内容など

参カロしていません。

留学先で履修した科目名
取得

単位数

沖縄国際大学で申請予定の科目名

※わかる場合のみ記入

認定 (予定)

単位数

スペイン語 Al(語学学校 )

スペイン語 A2(語学学校 )

パ イン語 Bl(語学学校 )

スペイン語 B2(言吾学:言イ険)

スペイン語 Cl(語学学校 )



塵

【今後留学予定の方への注意事項 】

帰国生から提供されている上記の情革剛よ参考情報です。単位認定が可能かどうかは所属学部教授会が最終的に判断します。



【留学の日程1こついて】

●留学中のスケジュール (学期開始/終了、試験、休暇、イベントなど大まかなスケジュールを記入してください)

日程 スケジュール

8月 13日 現地到着

8月 18日 夏期強化期間開始

8月 29日 夏期強化期間終了

10月 フ日 秋学期開始

12月 18日 秋学期終了

1月 7日 冬学期開始

3月 17日 冬学期終了

3月 18日 春学期開始

3月 30日 Semana Santa(～4/5まで)

6月 5日 春学期終了

6月 29国 日本帰国



□

【留学費用について】

●留学費用の内訳について (金額は大まかな目安で構 tヽません)※ 算用数字で記入すること。

●留学費用について

賣目 金額

A.渡航費 (往復) 360′ 000  円

B.海外旅行保険 (1年 ) 250,000  円

C.授業料 (1年) ※沖国大に納める授業料は除く 0 円

D.教材費 (1年 ) 0 円

滞在費 (家賃・水道代・電気代等)

食費

交通費

携帯代金

交際費 (娯楽代)

そのイ也

生活賣合計

E.生活買

(月額/年額)

フ1「000

30′000

8,000

1800

37′000

33′ 000

180,000

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

フ90′000

325,000

86,000

20′000

40ファ210

361′ 790

1,990′ 000

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年客買)

円 (年額)

円 (年額)

F.留学生活全体を通してかかった費用

(F=A tt B+C tt D+E)
2′ 600′000  円

費用の準備方法  ※現金・クレジットカード等の支払い方法、日本からの送金方法など

留学に行く事を決めた時(出発の前年度の夏ごろ)から、アルバイトをなるべく多くし、留学買をためるようにしていた。足りない分は、親

から借りたり、教育□―ンで融資した。

基本的にクレジットカードでの支払いではあるが、現金しか使えないカフェや、家賃の支払いで現金支払いなどのようなケースがあるの

で、現金をある程度持つておくようにした方が良い。また、現地で日本円からユー□に両替をする時は、為替を確認しながら行つた方が良

い。

留学費用に関して、今後の留学生へのアドバイスをお願いします。

私がスペインに滞在して1か月後には、lCが 10円以上上がったので、現在の為替がどのくらし唸のかをチェックしてから、留学費用が

いくらになりそうか考えた方が良いと思います。上述した、生活費の値段はlC=184円で計算しています。



2025年 8月 13日 ～ 2026年 6月 26日

総合文化学部 社会文化学科 ※沖縄国際大学での所属

※春学期派遣の場合は4月時点の年次4

派 遣 先 大 学

留 学 期 間

所 属 学 部・学 科

留学出発時の年次

沖縄国際大学 国外協定校派遣学生 帰国報告書

レオシ大学

まず、私が留学を決断したことについて話します。私は、中学生の頃から社会科の教員になりたいという夢がありまし

た。今でもこの夢は変わつてなく、本学に入学後も教職課程を履修し、現在は教員免許取得に向けて、座学、実践

ともに頑]長つています。そんな私がスペイン言吾を女台めたきつかけは中寺月」なものではなく、「スペイン言吾の発音が日本語と似

ているから」という理由で、同じ学科の友達と一緒にスペイン語を履修することになりました。

勉強に対して苦手意識はなかつたので、スペイン語も問題なく単位を取れていました。当時のスペイン語の先生は私

の1年次のゼミの先生で、ある時その先生から「留学挑戦してみないか」と言われたことをきつかけに留学を意識するよ

うになりました。私は」ヽ学校から高校まで野球をしていましたが、海タトのサッカーも夕子きなので、ヨーロツプHこ行つてみたい

という思いもありました。また、私は将来、教員として子供たちに日本のこと、世界のことについて教える立場になります。

私が生徒なら、実際に海夕Hこ行つたことのある先生の方が話に説得力があり、社会科という教科や外の世界に対して

の興味を持つと考えました。また、教員になる前にもつと

'中

縄について知りたいと思いました。本学に入学してから、沖縄

に住んでいるのに、

'中

率亀のことや日本のことについて宍日らない自分に気づきました。それまでの私は、自分の身近なもの

で溶れている環境に対して、日を向けていなかつたが、入学以来、少しずつ身の回りに目を向けるようになりました。そ

れにカロえて海タトで日本や,中率亀とは全く異なつた環境を見ることで、日本という国の特徴をもつと宍日ることが出来ると考え

ました。そのため、私は留学先で卒業論文の調査をすると決めていました。

留学が始まつた当初は、全くスペイン語の能力がありませんでした。本学の講義で1年半スペイン語を勉強して、留

学の選考試験に向けて自主学習をし、請義で貰つた単語集もほぼすべて覚えて留学を始めましたが、初心者と同じレ

ベルでした。初めは、ホストフアミリーや語学学校の先生が話していることを全く理解できませんでした。しかし、同じ時期

に1也のヨーロップ〔から来た学生は最初からスペイン言吾が言舌せていて、周りとの差を感じ、積イ題的に言吾学の勉]虫に耳又り組

むことが出来ませんでした。特に言舌すことに関しては、失貝賃することにビビってしまい、スピーキングとリスニシゲはとても苦

労しました。周りの学生は私よリスペイン語を話せていましたが、私と同じくらい失敗もありました。しかし、彼らはそれを

気にせずに話し続けていて、私も彼らのようにやらなきやという気,寺ちと失貝賃することへの鼻むずかしさがあり、中々り【戦す

ることが出来ませんでした。その】犬態で2025年の学校のコースが終わり、12月の長期休みを迎えて、私は一人でフィ

ンランドに旅そ子しました。マドリードの空港でチェックインの手続きをしている日寺に初めてスペイン言吾が聞きとれているという

感覚がありました。学校では、周りよリスペイン語が出来ない狽」にいましたが、スペインに来た時に上ヒベると、相手と会話

が出来て、自分の語学が成長していることに気づき、自信を持つようになりました。これまでは、聞き取れた、うまく話せ

たと感じても、間違っているかもという気持ちがありましたが、本当にあっている日寺も間違っている日寺もどちらもありました。

うまくできたと思つても、実際は間違つていたというのは他の学生にもあることです。しかし、彼らはそこで私のようにネガテ

ィブにならず、「私はこう思う」としつかり意思表示をして、間違えてもイ可度も挑戦をしていました。この旅行以来、私は、

彼らのように間違えることを恐れずに、発言することを心掛けました。恥bずかしさやネガテイブな気持ちが無くなると、新し

し嘴端吾や初めて習うことも吸J又しやすくなり、勉強もより楽しくできました。

そして、語学だけではなく、異文化理解の点でも学ぶことが多くありました。22年間日本で生活をしていた私にとつ

本文 (3,000字以上)

※内容はアシケートと重複しても構いません。今後、留学を目指す方(ことつて参考となるような報告書の作成を心がけてください。



―

一

て、他の国から来た人との生活は苦労しました。それぞれが全く異なつた環境でこれまで生活してきたわけなので、合わ

ないところがあるのは当たり前です。しかし、そこに優劣があるわけではなく、お互いがお互いを尊重し、話し合つてお互い

が納得するものを探すことが大事だなと改めて気づかされました。しかし、アジア人だから、欧米の人だからというのは関

係なく、人間は共通している感覚があるのだなと感じました。」ヽさいマナーや礼イ義など、日本はとでも率田かいところまでい

きわたつているとよく言われましたが、日本人だけの感覚ではないことに驚いたのと、嬉しい気持ちがありました。どうしても

月几の色や話している言葉で、日本人か外国人と分けてしまいがちですが、私たちはその前に同じ人間であることを実感

できた瞬間でした。

長期休みは、よくノuレで友達とお酒を欲んだ記憶があります。お酒力政子きなのもありますが、私は、お酒が入ると普段

よりも会話が弾むので、それを利用してスペイン語の話す練習にもなりました。また、小さい子から大人までバ)Иこ集まつ

てお酒やタパスを楽しむ時間が私は大好きです。町の人々が、自分たちの時間を楽しんでいるところにこの町の魅力を

すごく感じました。国全体でこのプuレ文化、タパス文化はありますが、街(こよつてその特色があります。レオンもまた他の町

とは違った色があり、少し治安の悪い町と感じる観光客もいましたが、街の住民が楽しんでいるとても素晴らしい町だと

感じました。私はとても気に入つています。

この留学を通して、本当に多くのことを学ぶことが出来ました。留学開始前には想像もしていなかつたことが起きる毎

日で、生きている感覚を感じながら、充実した1年を過ごせました。スペイン語が上達したことよりも、私のネガティブな

性格から脱却できたのが本当に嬉しいです。これは、私一人でできることではなく、同じ日本人の仲間や語学学校の

友達、学校の先生、ホストファミリー、ルームメイト、1日限りではあるが、そこで仲良くなつた町の人なβくさんの人との

出会いと月」れがあったからだと思います。そして、私にとってレオンという町は、安心できる居場所であり、そのレオンから

離れた今、もう一度レオンに戻りたいと思つています。

このようにI見地にイ子つたからこそ経験できたこと、気づけたことは今の私の強みです。留学に行き、1年間教職課暗勤ヽ

ら離れ、これまでとは全く異なった生活をして過ごしました。昨年の私と比べれば、スペイン語が上達しましたが、教員に

なるという私の夢は変わっていません。これからも教員になるために勉学に励みますが、留学で経験したことを活用して、

スペインでなくても、留学にり

`戦

したい子供や、海タトに興味を持つてくれる子供が増えてくれればいいなと思います。私

は、それに貢献できるようにμ買張りたいです。そして、私が留学先で現地の人々にしてもらつたことを沖率亀や日本に来る

留学生にしてあt労といです。私が出来ることは小さいことではありますが、それがいろんな人に巡り巡って、大きなつながり

が出来ると嬉しいですし、そういう世界カザつと続いてくれることを願います。そして、いつかまた留学先で出会えた人とレ

オンで再会できたらなと思つています。その時には、スペイン言吾が話せているかは分かりませんが、スペインで培つた魂は消

えてないと思います。私が留学に行くにあたって協力して欲埜った方々、本当にありがとうどざいました。そして、この報告

書を読んで0送り、本当にありがとう談乳 まヽした。



留学先大学 オスナブリュック大学

留学期間 2025年 9月 3日 ～ 2026年 フ月 31日

所属学部・学科 総合文化英米言語文化学科 ※沖縄国際大学での所属学科

留学出発時の年次 2年次 ※春出発の場合は4月時点の学年

沖縄国際大学 国外協定校派遣学生 り尋回者アンケート

【留学成果報告】

●語学クラスのレベルおよび語学検定の成績等について (語学検定のスコアなど、具体的に記入してください)

留学開始時 英オ父2級、TOEIC450

帰国時

※帰国後は留学の成果を確認するため、語学検定等を受験することを強くお勧めします。

就職活動の際、留学の成果や語学力を裏付ける検定 (スコア)はアピールになりますので積極的に受験しましよう。

●留学の成果について記述してください (自 由記述 )

留学期間を通して語学レベ)舅よどれくらい上がりましたか?

所感で構いませんので留学開始時と帰国時の違いを記述してα捲い。

リスニングカは日常生活なら支障なし、専門的な話になるとついていけなくなる

スピーキングはゆつくり話せば自分の伝えたいことを伝えることができる

語学力の向上以外にどのような目的を持つて留学しましたか?その目的はどの協度達成すること力kきましたか?

また、授業もしくは課外活動を通して学んだことや成長したことがあれば記述してください。

自分の好きな歴史上の人物の宮殿を訪れること

一人でチケットを取つたり旅に出たりしたので、自己解決能力が向上した

その他、留学成果や今後の目標を記述して喩捲い。

県外で音楽関係の仕事に就きたいと思つています。



【出国前の手続きについて】

●事前研修(こつして

●ビザについて

●出発準備につして

荷物の発送方法 ※荷物の発送方法、時期、宛先など

荷物は必要最低限のものだけ (洋服やせつけん、歯ブラシなD

基本的に現土也調達

0出国にあたって

事前研修で役立つたこと

※理由も含めて記入

歴史を振り返ること

ドイツは音の建物がたくさん残つているので少しでも歴史を知った方が楽しめる

言語の復習

現地で一から始めるよりも少しでもその国の言語を学んだ方がその後の学習で吸収が早い

ビ」珀》層繋買 Temporary Visa

申請から発行までかかった期間 半年程度

申請時期 □ 渡航前  ・ 日 渡航後

申請にあたって注意すべきこと

※必要書類、費用、予防接種や

健康診断書の有無など

ドイツはとでもビヴ発イ子が遅いので3か月待つてメールの返信がなければ直接イ子つて交渉するべき

渡航経路  ※経由国や空港名、大学最寄の空港からの移動手段と所要時間など

イ〒きでは]]田空港かフランクフルト空港へ直接

帰りはフランクフルト空港から台湾乗り継さG那覇空港

出迎えサービスの有無と申込方法  ※申込先、申込時期など

オスナブリュックについてから言語センターの職員の方にお迎えに来てもらいました。

その他出発前に準備しておくべきこと

最低限の荷物でも意外と足りるので常備薬などの薬や特別なもの以夕Hよ焦って準備する必要はないと思う



参カロしたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか? ※日程、内容、提供機関など

ウェルカムウィークの内容、成績表の取り方、スポーツクラブの説明

参カロしなかつたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか?  ※日程、内容、提供1幾関など

その他、到着後に行つた手続きにつして  ※滞在許可書の申請、銀行日座の開設など

滞在許可の申請、住所登録、保険登録

銀行日座開設

【到着直後の手続きについて】

●I見l也でのオリエンテーションについて (オリエンテーションが

'是

供されていた場合のみ回答してください)

【留学先大学の施設環境について】

●留学先大学の環境について

●危機管理について

大学構内・大学周辺。滞在先の治安状況につして  ※注意点など、アドバイスも含めて読己入敬造い。

大学周辺は治安が良く安全に通うことができた

保険につして  ※留学先大学が提供するものの有無、加入した保険の内容等につして占己入⊂塾い。
VISAを発行するために必須の学生の保険に加入した (TK)

日本、または他国からの留学生数 (割合)について

留学生同士、および現地学生との交流について

韓国からの留学生が最も多く、次にイタリア、日本人は夏季、冬季合わせて6人。

その他(よそれ印 の国から数名力 。

大学の施設・設備につして ※どういった施設・設備産隻置されているか (使用可能か)

PCの有無と使用について ※PC教室の有無と授業等におけるノートPCの持ち込みの必要性につして

大学施設は基本的に授業をするための部屋しかなく、PCは持参になる

学食 (よとても広い、



【住居および生活について】

●留学中の住居 (滞在先)につして

滞在先①

住Γ宙種別 回 寮  ロ アプ〔―ト ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 306 ユー□ (団 月  ・ □ 学期 。 □ 年 )

支払い時期と方法 支払時期は月の初め、エクスパトリオのネット銀イ子から直接引き落とし

滞在先②

※転居した場合

住居種別 □ 寮  ロ アパート ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 円 (□ 月  ・ □ 学期 。 □ 年 )

支払い時期と方法

この住居のメリット・デメリットはありますか?

歩いて2分のところにスーパーマーケットがある、学校までは歩いで約 20分

交換留学生が少なく寮の人とイ中良くなるのが難しい

食事はどのよ引こ手酉己していましたか? ※寮です是供される、自炊、タト食など具体的に

毎日自炊や時々友達に作つてもらうなど

どのような家具。日用品が用意されていましたか?

購入する必要があつたものlま何ですか?

日本から持つていくべきものはありましたか?(実際に便不uだったもの、持つてイ手くべきだつたと思うものなど)

家具 (よ棚とペット、机、椅子二つ

日常の買い物について

週に2～ 3回程度

現地での移動手段につして

セメスターチケットを使つてパスを無料で使っていた

休暇中の過乱 方につして

冬は日照時間が短いのでなるべく夕Hこ出て日光浴とビタミン補給を行つていた

夜は友達に会うか勉強していた



一学期の最低履修単位 (科目)数 固 有  ・ 団 無   ※有の場合 (   )単 位

語学学校のプレイスメントテスト □ 有 ・ 口 無

授業の登録で困つたことはありましたか? あつた場合、どのよう(E角〒,央しましたか ?

特にありません

学習量・授業のレベル・授業の形式・成績評価方法等について (沖縄国際大学と比較して)

ドイツ言吾の授業は最1刀にテストを行つてクラスが分けられる

セミナーかレクチャーか選べる。イ国人的にセミナーはディスカッションがあるのでレベルが高いと感じた

評価方法は教員によって異なる プレゼン、レポートで評価される

クラブや課外渚動につして  ※参加の有無、内容など

参加しませんでした

【現地での授業について】

●授業全般につして

●留学先大学で履修した科目について

・ 履修した科目名は、外国語で表記しても、日本語で表記しても構いません。

・ 括弧書きで「履修した学期」と「学部授業またI馬吾学学校」を表記してください。

【◆後留学予定の方への注意事項 】

留学先で履修した科目名
取得

単位数

沖糸毛国際大学で申請予定の科目名

※わかる場合のみ記入

認定 (予定)

単位数

International  Students as Langunge _TutOrs:

OrganizinQ_旦 Lan堅坦Q皇至包壁
3

Migration′ Identity and Belonging 6

Intercultural ComDetenCe 6

A2.l Gerr1lan as a Forei(】 n Lan(Juage 6

Geopolitics and Geostrategy 4

帰国生から提供されている上記の情報は参考情報です。 ロ 的に半」断します。



【留学の日程について】

●留学中のスケジュール (学期開コ台/終了、試験、休暇、イベントなど大まかなスケジュールを記入してください)
日程 スケジュール

9月 3日 現地到着

9月 10日 語学学校開始

10月 1日 大学授業開始

11月 9日 Evacuation

12月 6日 遠足

12月 20日 冬休み

12月 25

日
クリスマスシーズシ

1月 29日 ドイツ言吾テスト

2月 1日 冬の長期休み開始

4月 10日 夏季学期授業開始

6月 29日 ドイツ言吾テスト

フ月 31日 日本帰国



【留学費用について】

●留学費用の内訳|こつして (金額は大まかな目安で構tヽません)※ 算用数字で記入すること。

●留学費用につして

資目 金額

A.渡航費 (往復 ) 400′000  円

B.海外旅行保険 (1年 ) 150′ 000  円

C.授業料 (1年) ※沖国大に納める授業料は除く 129′ 000  円

D.教材買 (1年 ) 9′ 000  円

E.生活費

(月額/年額)

滞在賣 (家賃・墟 代・電気代等)

食賣

交通費

携帯代金

交際費 (娯楽代 )

その他

生活買合計

56′000

50′000

0

3600

30′000

30′000

169′ 000

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

(月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

620′000

600,000

0

40′ 000

330,000

330,000

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)1′ 865′ 600

F,留学生活全体を通してかかつた費用

(F=A+B+C+D+E)
2,553ァ 600  円

費用の準備方法  ※現金・クレジットカード等の支払い方法、日本からの送金方法など

最初にエクスパトリオでフ
｀
ロックアカウントを作り、WISEというアプリを使つて日本の銀行日座から送金が可能

留学費用に関して、今後の留学生へのアドパイスをお願いします。

節約したら割と一か月のお金で毎月旅行できるので、たくさん節約してドイツだけでなく周辺国もみてほしいです

銀行日座を三つ作つて片方は引き落とし専用として使うと使いすま お金が払えなくなることはないのでおすすめです

エクスパトリオなどのネット銀行で現金を弓|き出すことはできないので銀行日座を作ることを勧めます



沖縄国際大学 国外協定校派遣学生 帰国報告書

オスナブリュック大学

2025年 9月 3日 ～ 2026年 フ月 31日

総合文化学部英米言語文化学科 ※沖縄国際大学での所属

2年次 ※春学期派遣の場合は4月時点の年次

派 遣 先 大 学

留 学 期 間

所 属 学 部 ・学 科

留学 出発 時の年次

交換留学プログラム、ドイッ・オスナブリュック大学への留学を経て経験したことや感 じたこと、こ

れからに活かせることを報告したいと思います。

まず大学の授業を通して学んだことは、移民についての考え方ですЬオスナブリュック大学には移民

に関する授業があります。そこでは日本ではあまり馴染みのない無国籍の人の授業や親が移民で自分

のアイデンティティが自分の生まれた場所なのか、あるいは親の出身国なのかで悩む人の話など、様々

でした。これらは移民が多いヨーロッパだからこそ、多くの人がこの トピックに関心があると思いま

す。この授業を受けるまでこのような移民についての話は聞いたことがありませんでした。もちろん沖

縄にも国籍の違 う両親を持った人はいましたが、そういった人達のバックグラウンドまでは考えたこ

とがありませんでした。それはおそらく、自分が人種でいうところのマジョヅティー側にいたからだと

思いました。実際にドインで暮らしてみて、初めてマイノリティー側に立ち、この移民の トピックがと

ても身近に感 じました。そして自分がこの移民に対する考え方が少し偏ってい■ことに気づかされま

した。この授業のプレゼンを友人と準備しているときに友達と移民の受け入れについて話し合いまし

た。自分はインターネットで移民問題 (移民がいるところは治安が悪いなどのネガティブなニュース)

を見ていたので、移民受け入れに関しては少し否定的でした。移民がいるところは治安が悪いなどのネ

ガ>ィ ブなニュースのことを友人に伝えると、それは移民がいるから治安が悪いのか、それとも元々治

安が悪いところに移民がいるのかと言われハンとしました。なぜなら自分はネガティブなニュースを

聞いて移民全体に問題があると決めつけ、この問題に対して考えることをやめていたからです。実際に

現地に馴染んで生活している移民も多くいます。それなのに一つの事例、事件だけですべての移民を否

定するのはあまりにも無知だということに気が付きました。インターネット、AIの進化が加速してい

るこの世の中で情報を見極める能力は非常に大事です。この授業を通して物事をしっかりと細分化し、

自分の頭で考えることの重要さを学ぶことができました。

次に寮生活についての報告です。自分の住んでいる寮では ドイツ人が 3人 とエジプ ト人が一人住ん

でいました。初めて会った人と長期間住むのは初めてだったので最初は緊張で会話がうまくできませ

んでした。そのせいか ドイツ人とはあまり仲良くなれませんでした。ですが改善できた点はたくさんあ

つたと振り返つてから思いました。自分から相手を散歩に誘つてみたり、すれ違う時に会話をしておけ

ばよりこの関係は良いものになっていただろうと思います。そう思った理由は、エジプ トの人が自分に

話しかけ、遊びに誘つてくれたからです。彼は他の寮のメンバーともよく話しており、自分に足りなか

つたところを可視化したような存在でした。その彼からもまず自分から話しかけないと何も始まらな

いよと言われ自分の課題に気づくことができました。ですがこの課題は留学中に直すことはできませ

んでした。この課題はこれからも感 じていくと思うので、自分のペースで克服していきたいと思いま

本文 (3ァ 000字以上 )

※内容はアンケートと重千!量しても構いません。今後、留学を目指す方にとって参考となるような報告書の作成みいがけてください。



す。

長期休暇の時期は冬だったので、すぐに日が落ちるため、太陽を浴びる時間が少なく気分が落ち込む

時期もありました。その改善策として、毎日外に出ることを心掛けていました。友人と毎朝散歩したり、

少し遠いところに出かけるだけでかなり気分が落ち込む回数は減った気がします。他にも、この気分が

落ち込むという状況を人に相談するのもいい解決方法だと感じました。長期休暇になると課題や学校

もなく時間が余る人も多いです。なので、意外と身近な人に相談してみるとみんな同じ悩みを抱えてお

り、落ち込んでいるのは自分だけじやないと感じ少し心が軽くなると思います。自分はこの長期休暇の

時期に日本人留学生に相談したら、その人も同じような状況だつたらしく、 2人でおしゃべりしたり、

お互いの相談をしたりして落ち込んでいる時期を乗り越えることができました。なので、落ち込むこと

があつても一人で抱え込まず誰かに相談することも一つの解決方法であるということに気づくことが

できました。

留学全体を通して私はたくさん自分と向き合えた気がします。そう思つた理由は、たくさんの人と関

わり、失敗して試行錯誤できたからなのではないかと思つています。留学したら周りに知り合い、友人

は一人もいません。言語も日本語ではなく英語、ドイツ語です。このような環境で交友関係を築いてい

くことは簡単ではないと思います。ですが、言語が一番重要ではありません。英語がうまく話せても満

足できない人、英語がうまくなくても満足した生活を送れる人、様々でした。留学生活をより充実した

ものにするため、うまく交友関係を築いていくためには自分の性格や人との関わり方がより重要にな

ることに気づきました。自分がどうやって人との関わり、自分が周りからどう見られているのか、自分

の人との関わりの得意、不得意を改めて再確認することができました。この点に気づけたということ

は、これから新しい人と関わる上でとても役に立つことであると思います。

最後にこの留学を通して今後に活かしたいことは、たくさんあります。一つ目はやはり語学力です。

約一年 ドインで生活して語学力が飛躍的に伸びたと実感しました。特にリスニングでは日常生活なら

:支障はないくらいに成長しました。これから英語を使つた仕事に挑戦出来たり、海外の情報を自分から

得ることができるという点でとても役に車つと感じました。大学の授業や少し専門的な話が聞き取り

づらかつたり、スピーキングに満足していないなどまだまだ足りないところはありますが、約一年で、

海外で生活できるスキルを身に着けたことはこれからの人生でとても役に立つと思います。そして三

つ目は行動力の面です。海外生活にチャレンジしたということはこれからの決断力にとても影響を与

えたと信じています。留学する前は、知らない世界、英語でのコミュニケーションなどすべてが初めて

で、自分の未来が急に見えなくなった感覚で少し恐怖を抱いていました。しかし自分でその暗闇をかぎ

分けて自分の道を作つていく感覚はとても新鮮でその分度胸もついてきたと感 じています。ですがそ

の決断をした先の生活でも大きな選択があり、更なる決断力が必要ということを、身をもつて実感する

ことができました。そう感じた理由は、ドインで生活している中で ドイツ人のコミュニティに参力日でき

なかつたからです。他の留学生は積極的に参加 していたのに対し、自分は中々踏み出せずにいたからで

:す。これからは一つの決断に囚われすぎず、その先の生活まで見通せるようになつていきたいです。他

:に活かしていきたい面は優しさです。留学を通してとても人のやさしさに触れました。自分が困つてい

|る ときに助けてくれる人、自分の相談に乗つてくれる人、自分を気にかけ定期的に連絡をくれる親や、

1日 本の友達。こういった人たちが支えてくれたおかげで、自分は留学生活を終えることができました。

|なので、これからは自分が人に優しくしたり、支えていく番だと思いました。この留学で普段日本では



気づけないことに気づき、自分のレベルが 2段階、 3段階上がったような気がしました。

私の報告書は以上です。約一年間支えてくださりありがとうございました。



留学先大学 パンクーバーアイランド大学

留学期間 2025年 8月 23日 ～2026年 4月 16日

所属学部・学科 総合文化学部 英米言語文化学科 ※沖糸電国際大学での所属学科

留学出発時の年次 4年次 ※春出発の場合は4月時点の学年

沖縄国際大学 回外協定校派遣学生 帰回者アンケート

【留学成果報告】

●語学クラスのレベルおよび語学検定の成績等につして (語学検定のスコアなど、具体的に記入してください)

留学開始時 TOEIC 400点前後

帰国時 8月後半に受験予定

※帰国後は留学の成果を確認するため、語学検定等を受験することを強くお勧めします。

就職活動の際、留学の成果や語学力を裏付ける検定 (スコア)はアピー川こなりますので積極的に受験しましょう。

●留学の成果につして記述してください (自由記述 )

留学期間を通して語学レNИよとれくらい上がりましたか?

所感で構いませんので留学開始時と帰国時の違いを記述してはおい。

留学開始時は相手の話している2～ 3割程度しか理解出来なかつたが帰国してからは日常会話では8害」程度理解出来るようになつ

た。

語学力の向上以夕Hこどのような目的を持つて留学しましたか?その目的はどの程度達成すること力(きましたか?

また、授業もしくは課タト活動を通して学んだことや成長したことがあれば記述してください。

他者理解の心。 正直英語力よりこの他者理解が一番成長した。留学前は理解出来ないと思つた人はシャットアウトしてきたが、留学

中はグループワークやペアヮークなど、協力しないといけない場面が多く、話し合う必要があり、必然的に相手を理解して課題を成し遂げ

るようになつた。

その他、留学成果や今後の日標を記述して爺捲い。

この留学で自分の未熟さや、モノのしらなさなど正直言つて踊むずかしいことも多くあつたが、それ以上に英語力や異文化理解、留学に行

かなければ絶対に出会うことがなかつた人達との出会い、そしてその人達から聞いた話は進路に悩む私にとつて大きな影響を受けた。今

後の細かい予定は未定だが、英語学習は継続していきたい。



口

【出国前の手続きIEついて】

●事前研修につして

事前研修で役立つたこと

※理由も含めて記入

担当のピーター先生と留学先の地域の先住民族につして勉強した。着いてす信吾学学校のイベント

でそのことにつして学ぶ事があり、事前に勉強していたため理解が深まつた。

●ビ引こつぃて

●出発準備|こつして

荷物の発送方法 ※荷物の発送方法、時期、宛先など

荷物は大型キャリーケース1つと2)白 3日用キャリーケース1つ、大きめリュックで出発。発送は無し。

●出国にあたって

ビ殉 種類 学 生 vlsa

申言青から発行までかかつた期間 90日程度

申請時期 図 渡航前  ・ □ 渡航後

申請にあたって注意すべきこと

※必要書類、買用、予防接種や

健康診断書の有無など

予想より遥かに時間がかかり、出発ぎりど的に発行されたので早いと思う段階から始めた方が良い。ウ

ェブからの申請で進捗状況をメールで送ると言われていたが来なかつた為、都度自分で確認する必要

があるので申請したら毎日確認するべき。また健康診断書も必要だつた為やってくれる病院を探した

が、予約でいつぱいで3′ 4件探したのでこちらも早めがおすすめ。

渡航経路  ※経由国や空港名、大学最寄の空港からの移動手段と所要時間など

那覇空港→成田国際空港 3時間程度 東京で 1泊 成田国際空港→バンクーバー国際空港 8時間程度

出迎えサービスの有無と申込方法  ※申込先、申込時期など

迎えあり。 ホームステイ申言青時に依頼。5月頃

その他出発前に準備しておくべきこと

空港での受け答えで使うフレーズを予習。以外と知らなしワレーズがあった。

デバイス系のパッテリー残量の確認。 私はパソコンが古くなつてして何度もすぐ電源が落ちて不便だつた。スマ木もGoogleマップを頻繁
に使う事になるので事前に買い換えるか修理すると良い



【至11着直後の手続きについて】

●I見上也でのオリエンテーションについて (オリエシテーションが

'是

供されていた場合のみ回答してください)

【留学先大学の施設環境について】

●留学先大学の環境につして

●危機管理 (こついて

大学構内・大学周辺・滞在先の治安状況につして  ※注意点など、アドバイスも含めて占己入笠捲い。

大学の後ろは森になつているので時々クマが大学構内に出ることがあつたがその際アプリで教えてくれる。実際に見たことはない。

保険につして  ※留学先大学が提供するものの有無、加入した保険の内容等につして読己入ください。

東京海上日動の留学保険に加入。到着後大学が推奨するガードミーという保険に加入。それがあれば病院に行くことになつても保険

適用価格になる。

参カロしたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか? ※日程、内容、提供オ幾関など

語学学校のオリエンテーション 学校のスケジユールや使える施設、ホームステイ先でトラブルが起きた場合の対応の仕方。

参カロしなかつたオリエンテーションにはどのようなものがありましたか? ※日程、内容、提供機関など

その他、至J着後に行つた手続きにつして  ※滞在許可書の申請、銀行日座の開設など

SIM契約。到着前～到着 1週間後は旅行用のe―simを利用していた。

銀行日座もショッピングモールで開言隻したが対して使わなかつた。全てクレジットカード決,斉で日本の口座から引き落としていたので使わな

かつた。

日本、または他国からの留学生数 (割合)について

留学生同士、および現地学生との交流について

日本の留学生は時期によつてパラバラ 8月頃はかなり多かつたが(示とんどが短期留学だつたので、冬にはし唸くなり、冬から来る学生も

ほぼいなかつたので終盤は日本人は私含め4人。 その他国籍は中国、タイ、ロシアアジア以外だと中東や南米の国の人が多かつた。

大学の施設・設備につして ※う いった施設・設備力惰隻置されているか (使用可能か)

PCの有無と使用について ※PC教室の有無と授業等におけるノートPCの持ち込みの必要性 (こつして

広いカフェテリアが2つ。体育館の2階に誰でも使えるジム。図書館かなくて自習スペースが多い。

PC教室は各1東に2.3ルームある。授業中はPCに言己録、ノートに書くことのどちらも認められていた。



【住居および生活について】

●留学中の住居 (滞在先)について

滞在先①

住居種別 □ 寮  ロ アパート 図 ホームステイ ロ その他 ( )

買用 約 15万   円 (図 月  ・ □ 学期 ・ □ 年 )

支払い時期と方法 毎月 クレジットカード

滞在先②

※転居し腸 合

住居種別 □ 寮  ロ アパート ロ ホームステイ ロ その他 ( )

費用 円 (□ 月  。 □ 学期 ・ □ 年 )

支払い時期と方法

この住居のメリット・デメリッHまありますか ?

メリット毎日入と会話するのでおのずと英語力が上がる。 現地の生活スタイルが分かる。

デメリット不ムは特に感じなかつたが友人によっては食事が合わないな海めた

食事はどのように手配していましたか? ※寮で提供される、自炊、外食など具体的に

ホストマザーが毎食作つてくれていた。 毎週金曜日は夫婦で夜はタト食に行つていたのでそのときは家にあるすぐ食べられるヌードルや作り
置きを食べていた。

どのような家具。日用品が用意されていましたか?

購入する必要力ちつたものは何ですか?

日本から持つていくべきものはありましたか?(実際に便利だつたもの、持つて行くべきだつたと思うものなD
寝具やドライキターなどが用意されていた。

シャンプーなどの日用品、スキンケ列よ都度購入

歯ブラン、ベン、延長コード

日常の買い物につして

近くのシ]ッピングモールでイ可でも買えた。シャンプーなどの日用品から洋服や雑貨などの嗜好品を購入

現地での移動手段 (こつして

パス 市内を一周するパスがあつたので定期券を買つて学校、モールなどにいけた

休暇中の過売 方につして

冬休みは日本から友人が来たのでバンクーバーに旅行に行つた。春体みはパンクーパーアイランドの中で行つたことのない公園や観光地

を巡ったり、図書館で勉強した。



【現地での授業について】

●授業全舟蝕こつして

●留学先大学で履修した科目(こついて

・ 履修した科目名は、タト国言吾で表記しても、日本言吾で表記しても4青いません。

・ 括弧書きで「履修した学期」と「学部授業またI焉吾学学校」を表記して0塾い。

一学期の最低履修単位 (科目)数 □ 有  ・ 団 無   ※有の場合 (   )単 位

語学学校のプレイスメントテスト 図 有 。 □ 無

授業の登録で困つたことはありましたか? あつた場合、どのように角写,央しましたか?

特になかつた。

学習量・授業のレベル・授業の形式・成績評価方法等につして (瀬縄国際大学と比較して)

授業は少人数制で毎日テキストに沿つて進めていつた。テストはプレゼンテーションやグループワークなどで評価。

クラブや課外活動について  ※参加の有無、内容など
学校では日本言吾のクラスでボランティア、学校タトでは日本言吾を教えている方のお手伝いをしていた。

留学先で履修した科目名
取得

単位数

沖縄国際大学で申請予定の科目名

※わかる場合のみ記入   ・
認定 (予定)

単位数

言吾学学校 Reading/VVriting LFl

Reading/Writing LF3

Reading/1,Vriting up4

Listening/Speaking LF2

【今後留学予定の方への注意事項 】

です。単 は所属学部教授会が最終的に判断しま



【留学の日程について】

●留学中のスケジュール (学期開始/終了、試験、休暇、イベントなど大まかなスケジュールを記入してください)

日―程 スケジュ■ル

8月 23日 現地到着

8月 27日 オリエンテーション

9月 2日 語学学校 Fali Semester Term A開 始

10月 23日 Fa‖ Semester Term B開夕台

12月 10日 Winter break

1月 6日 Spttng semester Term A開虫台

2月 27日 Spring semester Terrn B 開夕台

4月 16日 Spring semester Terrn B 終了

4月 18日 日本帰国



【留学費用について】

●留学費用の内訳について (金額は大まかな目安で構いません)※ 算用数字で記入すること。

●留学費用について

費目 金額

A.渡航費 (往復 ) 40万  円

B.海外旅行保険 (1年 ) 15万  円

C,授業料 (1年) ※沖国大に納める授業料は除く 100万  円

D.教材費 (1年 ) 10万  円

滞在費 (家箕・水道代・電気代等)

食買

交通費

携帯代金

交際費 (娯楽代 )

その他

生活費合計

E.生活費

(月額/年額 )

15万

↑に含まれる

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額 )

円 (月額)

円 (月額)

円 (月額)

120万 円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

円 (年額)

5千

2万

定期 2回購入 4万

4万

16万

50万 旅行代

140万1フ 万 5千

F.留学生活全体を通してかかつた費用

(F=A+B+C+D+E)
355万    円

費用の準備方法  ※現金・クレジットカード等の支払い方法、日本からの送金方法など

現金 :5万円程度

現地での支払い :クレジットカード

両親から自分の日本の国座に送金

留学費用に関して、今後の留学生へのアドバイスをお願いします。

想像のイ可倍もお金を使うので全額自己負担で行かれる方は少ないと思うので親御さんとどのくらいお金が必要かを一緒に確認しておくこ

と、自分であそぶために使うお金は日本にいるうちに可能な限リアルバイトをして貯めておく。



沖縄国際大学 回外協定校派遣学生 帰回報告書

私がこの留学を通して学んだことは大きく分けて 3つあります。1つ目は英語学習の仕方。2つめは他者理解の心。

3つめは問題角軍決能力です。まず英語学習についてですが今まではひたすら単語やイディオムを書いて覚えるだけで回

に出すことすらしてきませんでした。ですが
'見

地に着いてから語学学校で出会った友達や先生方に学習方法を聞くと全

員とにかく口に出せと言われました。言われた日から私は家では自分のお気に入りの洋画をひたすらシャドーイングし続

けました。タイタエックとミーシガールズがお気に入りなのですが台言司を覚えるほどシャドーイングをしました。ある先生が自

分で発音できない音は聞き取れるわけがないと言つていたのでリスエングを鍛える上でもシャドーイングはとても効果があ

るものだと感じました。さらに私は留学中毎日毎日英語で日記を書いていました。日記を書いた後それを声に出して読

んで寝るのかレーティーンでした。今読み返すと最初の頃の国記は文法もめちゃくちゃで笑えてしまいますが後半になる

につれてうまくなっていくのが目に見えたのでこの日記は私の宝物です。そのほかにも洋画を見るとき普段は1度日本語

で内容を確認して英語音声、英語字幕で英語を学んでいました。ですがそうすると英語字幕・英語音声で映画を見

た時にその単語やフレーズをI里角早していなくても日本語で1度内容をJ里角旱してしまつているのでついスルーしてしまうこと

がありました。その為、最初からオリジナルを見て自分が理解出来るところと出来ないところをはつきり区別して分からな

かった所を勉強する事を繰り返して最終的に内容全部理解出来るようにしていく方法を実践しました。普段は大学と

刀レパイトに11亡しくなかなか出来なかつた方法ですが、留学(こ来て時間がたくさんあったのでゆつくりと勉強することが出来

ました。2つ目は他者理解の心です。これが留学して良かったと思う一番の理由です。留学に行く前の私の生活は自

由で大学生になつて、ある程度自分で選択して生活する事が出来るようになつていたので特に人間関係で相手のこと

が理解出来ないと思つた瞬間その場から逃tデていました。でも結局同じコミュ三ティーにいて講義のグ
'レ

ープワークやバイ

ト先など関わらないといけなかつたのにそれが嫌で露骨に嫌な態度を取るなど、とにかくオロ手と向き合おうとしていません

でした。留学に来てからはとにかく普段より日寺間があるので今までの自分を振り返ることをたくさんしました。その中でこの

ままの生き方では周りの人を嫌な気持ちにさせ、自分のことも嫌いになつていくと思い、心を入れ替えようと思いました。

そして学校が始まり、クラスにはいろんな国籍の人達がいました。関わつていく中で授業の受け方が日本人とはまるで違

つていて最初の方はそれが本当にストレスでした。先生が話している途中でもかまわず質問をする生徒や、明らかに間

違っているのに自分の答えが正しいと信じて疑わない生徒な助 いヾました。そのような人達とグループワークをすると想像

の何倍も大変でした。まず仕事の振り分けをしようとしても話を聞かない人、仕事を振っても全くやらない人などとにかく

お手上げ状態でした。以前の私なら怒りを相手にぶつけて終わりだったと思いますが今回はとにかく話を聞く、寄り添う

事を意識してグループの一人ひとりとちやんと言舌をして、「私はあなたにこうしてほしい」や「これをやめてほしい」などはつきり

と伝えるようになりました。すると相手も私に対する要望を言つてきてお互い歩み寄ることが出来て相手の性格やものの

考え方も知ること力(きてグループワークが格段にやりやすくなりました。勉強面以外においても他者理解が重要と感じ

る場面がありました。ある友人が私のことを非常に気にかけてくれていつも話しかけてくれました。しかし段々それがエスカ

レートして私ぶ屯の友人と話していると害」って間に入つてきたり、SNSで今日は誰とイ可の言舌をしたのかなe田かくチェック
されるようになりました。私はそれが1布くなつて相手を無視するようになりました。なるべく会わないように時間を調整して

プ|ンクープ(―アイランド大学

2025年 8月 23日 ～ 2026年 4月 18日

総合文化学部 英米言語文化学科 ※沖縄国際大学での所属

4年次 ※春学期派遣の場合は4月時点の年次

派 遣 先 大 学

留 学 期 間

所 属 学 部 ・学 科

留学 出発 時の年次

本文 (3,000字似上)

※内容はアンケートと重複しても構いません。今後、留学を目指す方にとつて参考となるような報告書の作成を心がけてください。



イ子動していました。すると連絡頻サ支は余計に1曽えていくのでここは八ッキリケ兼だと伝えるべきだと思い、その友人にやめて

ほしいと伝えると、「たくさん言舌す友達がいままでいなかつたから楽しかつた」と言われて私はとても申し訳なくなりました。も

つと早い段階で話をして本目手をI里角罪して、嫌なことはいやと伝えて、避けるようなことしなければ良かったと思いました。こ

のような出来事があつてからはまずは相手の話を聞く、これが何をする上でも一番重要だと感じました。3つめの問題解

決能力はホームステイ中に学んだことです。私はカナダ人夫婦コ首がいるお家にホームステイさせて貰いました。ホストフ

アミリーは本当に優しくてご飯も美味しくてとにかく幸せな日々でした。ですが毎日生活していくと問題も発生してきます。

私より少し遅れてエクアドルからルームメイトとして女の子が同じ家でホームステイすることになりました。その子はとても繊

率田な子で最初の1週間はずつと泣いていました。私はこの留学があまりに楽しくて全くその子の気持ちが分からず、うまく

寄り添う事もできず仲良くなるのに少し時間がかかりました。そのルームメイトが生活に1贋れてきた頃に1つ問題が発生

しました。私達は2階にあるパスルームを二人でシェアしていて1週間に1回掃除をする決まりでした。私の担当の週

はもちろん私がきれいにす尋除をして次にイ吏うタオルなども用意していたのですがルームメイトは

'吊

除を全くしなかつたので

す。1日のうちに何度か掃除をお願いしても「後でやる」といつて全くやりませんでした。私が最初にしたことはホストマザ

ーに伝えてホストマザーから注意してもらうと言うことです。その方が、角が立ちづらいと判断しました。ですが注意された

ときはやりますがそれ以外は本目変わらずだつたので私は本人に掃除が嫌いなのかと聞きました。すると自分の家にはお手

伝いさんがいるから掃除はしたことがないと言われました。驚きましたが掃除の仕方を教えようと思い、ステップをメモして

実際にやつてるところも見て貰いましたが相変わらずやらない、もしくはとてもいい加減だつたので共有スペースがこれでは

私のストレスになるのでどうしようかと考えて最後に思いついたのが、仕事の分担です。掃除以外にも食洗機から食器

棚にお皿を戻す作業があり、それは各自使った皿を戻していました。私はルームメイHこ「私が毎回パスルームは掃除す

るから、あなたは私の分の食器も片付けて」と伝えました。「それくらしWよやるよ」と言われたのでそれでこの問題は角早決し

ました。これが正角年だつたかはよく分かりませんがお互い最後まで気持ちよく過ごせたので私の中ではよく考えて角早決でき

たと思います。簡潔に書きましたがどう言え1討目手をいやな気持ちにさせないかなどいろんな事を考えて言い方も調べて

とでも大変でした。ですが留学していないと遭遇しない問題なので貴重な経験になりました。留学を通して柔軟な人間

になつたと思います。就職先や将来のことは未定ですが、視野を広く、柔軟な対応力で活躍できる場所を見つけられた

ら良いなと思つています。また課タト活動では現地の方々に日本語を教える活動をしました。その中で自分より日本に

詳しい人力り∈顔で日本の素日青らしさを語つているのを見るととても嬉しくなりました。留学にそ子つてより自分の国力政子きに

なるとは思つてなかつたのでとても素敵な経験でした。長期休みにはオーロラとクリスマスマーケツトに行きました。オーロラ

は想像を絶する寒さに耐えながら見たのでとても美しかつたです。旅行から帰つてからは図書館で勉強したり、ジムに行

つたり友達と八イキングしたりとにかく生産‖生のある日々にしようと心がけていました。長々と書きましたが総じてこの留学

で得た経験は今後の人生に大きく影響するものだと思います。私は4年次での留学でタイミングとしてはあまり良くはな

かつたのかもしれないのですが就職する前に行けて本当に良かつたと思つています。私のこの体験がレポートを読んでくだ

さる人の参考になれば幸いです。


